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 １ 

 

ニーズ調査の概要 

 
 

（１）調査の目的 

このニーズ調査は、「第 2 期瑞穂町子ども・子育て支援事業計画」の中で、確保を図るべ

き教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を瑞穂町が算出するため、町民の皆様の教育・

保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するために行う

ものです。 

（２）調査の対象 

このニーズ調査の種類と対象者は、次の通りです。 

①調査の種類と対象者 

調査の種類 対象者 調査対象者 

未就学児保護者 平成 30 年 10 月２４日現在、住民基本台帳に

記載されている全未就学児世帯及び全未就学

児世帯を除いた無作為抽出による小学生世帯 

1,140 人 

小学生保護者 832 人 

 

②調査実施概要 

調査の種類 調査方法 配布回収 調査期間 

未就学児保護者 
アンケート調査 郵送配布・郵送回収 

平成 30 年 11 月 22 日

～12 月 15 日 小学生保護者 

 

③回収結果 

調査の区分 調査票配布数 有効回収数 有効回収率 

未就学児保護者 1,140 494 43.3％ 

小学生保護者 832 395 47.5％ 

計 1,972 889 45.1％ 

 

④調査内容 

調査の区分 調査内容 設問項目数 

未就学児保護者 未就学児の子育てに関する保護者ニーズ調査 38 問 

小学生保護者 小学生の子育てに関する保護者ニーズ調査 25 問 

 

 



 ２ 

 

○ 標本誤差について 

 調査結果の比率から母集団の傾向を推測する際には、統計上の誤差（標本誤差）を考慮に入

れる必要があります。例えば回答者総数（494 人）を 100％とする比率で、ある質問の回答

が 50％のとき、瑞穂町全体のその質問に対する回答の割合は、本当は 48.3％～51.7％の間

にあると考えてよいことになります。 

 

 

標準誤差の算出式（ただし、信頼度を 95％とする） 

 

 

 

             Ｎ － ｎ         Ｐ（1―Ｐ） 

    ｂ＝±2              × 

             Ｎ － 1           ｎ 

 

 

（ｂ＝標本誤差、Ｎ＝母集団数：1,140、ｎ＝比率算出の基数［サンプル数］、Ｐ＝回答比率） 

 

 

 

各回答比率における標本誤差早見表 

   回答比率（Ｐ） 

 

基数（ｎ） 

１0％ 

または 

90％前後 

20％ 

または 

80％前後 

30％ 

または 

70％前後 

40％ 

または 

60％前後 

 

50％前後 

     494 人 ± 2.3％ ± 2.1％ ± 2.0％ ±  1.8％ ±  1.7％ 

400 ± 2.7％ ± 2.5％ ± 2.4％ ± 2.2％ ± 2.0％ 

350 ± 3.0％ ± 2.8％ ± 2.6％ ± 2.4％ ± 2.2％ 

200 ± 4.3％ ± 4.0％ ± 3.8％ ± 3.5％ ± 3.2％ 

100 ± 6.4％ ± 6.0％ ± 5.6％ ± 5.2％ ± 4.8％ 

 50 ± 9.3％ ± 8.7％ ± 8.1％ ± 7.6％ ± 6.9％ 

 

 

 

 

 

 



 ３ 

 

Ⅰ 未就学児保護者調査結果 

 
 

調査の概要 

 

１ 調査地域：瑞穂町全域 

２ 調査対象：瑞穂町内在住の未就学児を持つ保護者 

３ 対象者数：1,140 人 

４ 抽出方法：全世帯 

５ 調査方法：アンケート調査票による郵送配付、郵送回収 

６ 調査日程：平成 30 年 11 月 22 日から 12 月 15 日（約 3 週間） 

７ 調査内容：未就学児の子育てに関する保護者ニーズ調査、設問項目 38 問 

８ 回収結果：配付票数 1,140 票、回収票 494 票、回収率 43.3％ 

９ 集計結果：今回の調査結果は、小数点第 2 位を四捨五入し、構成比率（パーセント） 

       で小数点第 1 位までを表示しています。また、各設問の「Ｎ」は回答者数 

       を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４ 

１．子どもと家族の状況について 

 

問１ 子どもの状況  

（１）年齢 

2 歳が 16.1％と最も多く、次に 1 歳が 16.０％となっています。 

年齢 Ｎ＝494 

 

                         

（2）子どもの人数 

子どもの人数は、2 人が 41.6％と最も高く、次に１人は 36.4％となっています。  

   子どもの人数 Ｎ＝494 

 

       

                  

 
 

 

 

問 2 調査票の回答者 

回答者の内訳は、「母親」が 93.1％、「父親」は 6.7%となっています。 

調査票の回答者 Ｎ＝494 

 

 

7.7%

14.6%

15.6%

14.2%

16.1%

16.0%

13.6%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20%

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

無回答

93.1% 6.7%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親 父親 その他

36.4%
41.6%

18.4%
2.0%

0.8%
0.2%
0.2%
0.2%
0.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1人
2人
3人
4人
5人
6人
7人
8人

未記入



 ５ 

問 3 回答者の配偶者の有無 

回答者の配偶者の有無は、「配偶者がいる」が 93.7％に対して「配偶者はいない」は

6.1％となっています。  

回答者の配偶者の有無 Ｎ＝494 

 
 

問 4 家庭での子育てを主に行っている方 

家庭内で子育てを主に行っているのは、「父母ともに」が 55.9％と最も高く、「主に母

親」は 42.7％、「主に父親」は 0.2％、「主に祖父母」は 0.4％、「その他」は 0.8％とな

っています。 
 

  家庭での子育てを主に行っている方 Ｎ＝494 

 
 
問５ 住まいの学校区 

住まいの学校区は、「第四小学校区」が 23.2％、「第一小学校区」が 22.9％、「第二小

学校区」が 18.4％、「第三小学校区」が 17.6％、「第五小学校区」が 12.8％、となって

います。 

     住まいの小学校区 Ｎ＝494 

 

 

 

 

 

 

 

93.7% 6.1%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

55.9% 42.7%

0.2%

0.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他

22.9%

18.4%

17.6%

23.2%

12.8%

4.9%

0.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

第一小学校区

第二小学校区

第三小学校区

第四小学校区

第五小学校区

わからない

無回答



 ６ 

問 6 回答者の瑞穂町での通算居住年数 

通算居住年数は、「1 年～5 年」が 35.5％と最も高く、次いで「21 年以上」は 25.5％、

「6 年～10 年」が 21.1％となっています。 

 

回答者の瑞穂町での通算居住年数 Ｎ＝494 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0% 35.5% 21.1% 9.7% 3.8% 25.5% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年未満 １年～５年 ６年～10年 11年～15年 16年～20年 21年以上 無回答



 ７ 

２．保護者の就労状況について 

 

問 7 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む） 

（1）保護者の就労状況 

母親の就労状況は、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中であ

る」が 32.8％、次に、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中で

ある」は 27.1％となっています。 

一方、「以前は就労していたが、現在は就労していない」は 29.4％となっています。 

父親の就労状況は、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中であ

る」が 98.1％と最も高く、「以前は就労していたが、現在は就労していない」は 1.2％と

なっています。 

 

母親の就労状況 Ｎ＝494 

   計 構成比 

フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労中である 134 27.1% 

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 34 6.9% 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 162 32.8% 

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 11 2.2% 

以前は就労していたが、現在は就労していない 145 29.4% 

これまで就労したことがない 5 1.0% 

無回答 3 0.6% 

総計 494 100.0% 

 

父親の就労状況 Ｎ＝434 

   計 構成比 

フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労中である 426 98.1% 

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 0 0.0% 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 2 0.5% 

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 0 0.0% 

以前は就労していたが、現在は就労していない 5 1.2% 

これまで就労したことがない 1 0.2% 

無回答 0 0.0% 

総計 434 100.0% 

 

 

 



 ８ 

【①母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【②父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-1 ②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を

出る時間」及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況につ

いてお答えください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。 

（2）1 週あたりの就労日数 

母親の 1 週あたりの就労日数は、「5 日」が 60.6％と最も高く、次に「４日」が 18.2％

となっています。 

父親の 1 週あたりの就労日数は、「5 日」が 52.8％と最も高く、次に「6 日」が 42.3％

となっています。母親と比較して、「4 日以下」は 1.6％となっています。 

 

母親の 1 週あたりの就労日数 Ｎ＝341 

 

父親の 1 週あたりの就労日数 Ｎ＝428 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1%

3.8%

9.7%

18.2%

60.6%

4.7%

0.9%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

0.9%

0.7%

52.8%

42.3%

1.9%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70%

3日

4日

5日

6日

7日

無回答



 ９ 

（3）１日あたりの就労時間（残業時間含む） 

母親の１日あたりの就労時間は、「8 時間」が 31.1％と最も高く、次に「6 時間」18.8％、

「7 時間」16.1％となっています。 

父親の１日あたりの就労時間は、「8 時間」が 30.0％、次に「10 時間」23.6％「9 時

間」21.5％となっています。母親と比較して長時間労働の傾向にあります。 

 

母親の 1 日あたりの就労時間 Ｎ＝341 
 

 
 

父親の 1 日あたりの就労時間 Ｎ＝428 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3%

0.9%

1.8%

6.7%

12.3%

18.8%

16.1%

31.1%

7.6%

2.6%

0.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40%

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

無回答

0.9%

30.0%

21.5%

23.6%

4.2%

8.2%

2.6%

2.3%

1.6%

0.2%

0.5%

0.2%

0.2%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40%

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間

14時間

15時間

17時間

18時間

21時間

24時間

無回答



 １０ 

（4）家を出る時間 

母親の家を出る時間は、「8 時頃」が 51.9％と最も高く、「9 時頃」は 27.0％となっ

ています。8 時頃～9 時頃までに集中しています。 

父親の家を出る時間は、「7 時頃」が 29.7％、「8 時頃」は 29.4％、「6 時頃」が 15.7％

となっています。母親と比較して 1 時間ほど早く家を出る傾向にあり、6 時頃～8 時頃ま

でに集中しています。 

 

       母親の家を出る時間 Ｎ＝341 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の家を出る時間 Ｎ＝428 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4%

51.9%

27.0%

3.5%

3.2%

1.2%

0.3%

0.9%

0.3%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

7時頃

8時頃

9時頃

10時頃

11時頃

12時頃

13時頃

14時頃

17時頃

無回答

0.2%
0.5%
0.9%
0.9%

15.7%
29.7%
29.4%

7.2%
0.9%
0.7%
0.9%
0.5%
0.2%
0.5%
0.9%
0.2%
0.2%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2時頃
3時頃
4時頃
5時頃
6時頃
7時頃
8時頃
9時頃

10時頃
11時頃
12時頃
13時頃
14時頃
15時頃
16時頃
17時頃
18時頃
無回答



 １１ 

（5）帰宅時間 

母親の帰宅時間は、「18 時頃」が 35.7％と最も高く、次に「17 時頃」が 18.2％、「19

時頃」が 16.4％となっています。17 時頃から 19 時頃に集中した傾向にあります。 

母親の帰宅時間は、父親の帰宅時と比較して約１時間程度早く帰宅している傾向が見ら

れます。 

父親の帰宅時間は、「19 時頃」が 22.5％と最も高く、次に「20 時頃」は 21.5％、「18

時頃」が 16.9％となっています。18 時頃から 21 時頃に集中した傾向にあります。ま

た、「1 時頃～3 時頃」は 2.1％、「24 時頃」は 2.3％となっています。 

父親の帰宅時間は、母親の帰宅時と比較して約１時間程度遅く帰宅している傾向が見ら

れます。 

母親の帰宅時間 Ｎ＝341 

 

父親の帰宅時間 Ｎ＝428 

 

 

 

0.3%
0.3%
0.6%
0.9%

5.0%
7.0%
7.6%

18.2%
35.7%

16.4%
3.2%

1.5%
0.9%

0.3%
2.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

8時頃
10時頃
12時頃
13時頃
14時頃
15時頃
16時頃
17時頃
18時頃
19時頃
20時頃
21時頃
22時頃
24時頃
無回答

0.5%
0.9%
0.7%
0.2%
0.2%
0.2%
0.5%
0.2%
0.2%
0.2%
0.5%
0.2%

4.2%
16.9%

22.5%
21.5%

12.0%
6.5%

4.2%
2.3%

5.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1時頃
2時頃
3時頃
4時頃
5時頃
6時頃
7時頃

10時頃
12時頃
13時頃
15時頃
16時頃
17時頃
18時頃
19時頃
20時頃
21時頃
22時頃
23時頃
24時頃
無回答



 １２ 

【①母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【②父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-2 ②-2 職場はどこにありますか。 

（6）職場 

母親の職場は、「町内」が 40.5％、「町外」は 59.5％と町外で勤務している割合が約

20％高くなっています。 

父親の職場は、「町内」が 22.7％、「町外」は 74.7％と町外で勤務している割合が約

50％高くなっています。母親と比較して「町外」での勤務の割合が約 15％高い回答とな

っています。 

 

 

母親の職場 Ｎ＝341 

   
 

 

 

 

 

 

父親の職場 Ｎ＝428 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.7% 74.7% 1.4%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外 わからない 無回答

40.5% 59.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外



 １３ 

【問７の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外での就労）」を選択した方にうかがいます。】 

問 8 フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はありますか。 

問 8 フルタイムへの転換希望 

母親の転換希望は、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続け

ることを希望」が 44.5％と最も高く、次いで「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程

度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」は 28.3％となっています。

転換より現状の就労形態の維持継続を希望している結果となっています。 

父親の転換希望は、2 名の回答があり、1 名が「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間

程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある」、1 名は、無回答となって

います。（グラフ省略） 

 

 

母親の転換希望 Ｎ＝173 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1%

28.3%

44.5%

2.3%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答



 １４ 

【問 7 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「以前は就労していたが、現在は就労

していない」「これまで就労したことがない」を選択した方にうかがいます。】 

問 9 就労したいという希望はありますか。 

問 9 就労希望 

（1）母親・父親の就労希望 

母親の就労希望は、「一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい」が 39.3％と

最も高く、次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 20.7％となってい

ます。一方、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 19.3％と就労よ

り子育てへの専念を希望しています。  

父親の就労希望は、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」、「一番下の

子どもが○○歳になったころに就労したい」がそれぞれ 33.3％、次いで「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」が 16.7％となっています。 

 

 

母親の就労希望 Ｎ＝150 

 

 

 

 

 

 

 

父親の就労希望 Ｎ＝6 

 

 

 

 

 

 

       

 

33.3%

33.3%

16.7%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

一番下の子どもが ○○ 歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

19.3%

39.3%

20.7%

20.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

一番下の子どもが○○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答



 １５ 

（2）一番下の子どもが○○歳になったころ就労したい 

母親が就労する時の一番下の子どもの年齢は、「3 歳」が 30.4％と最も高く、次に「7

歳」が 23.7％となっています。 

父親については 2 名の回答があり、「2 歳」「6 歳」がそれぞれ 1 名ずつでした。（グ

ラフ省略） 

 

就労する時の一番下の子どもの年齢（母親） Ｎ＝59 

 

   

（3）希望する就労形態 

母親が希望する就労形態は、「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」が 88.9％、

「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務）」は 7.8％となっています。 

父親については３名の回答があり、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務）」

が２名、「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」が 1 名でした。（グラフ省略） 
 

                  希望する就労形態（母親） Ｎ＝90 

 

 
 
 
 

 

 

11.9%

3.4%

30.4%

6.8%

5.1%

10.2%

23.7%

1.7%

3.4%

1.7%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

10歳

12歳

無回答

7.8%

88.9%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の勤務）

パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）

無回答



 １６ 

（4）パートタイム、アルバイト希望の 1 週あたりの希望就労日数 

母親のパートタイム、アルバイト希望の 1 週あたりの希望就労日数は、「4 日」が最も

高く 49.5％、次に「3 日」は 37.0％となっています。 

父親については３名の回答があり、「3 日」が 1 名、無回答が 2 名でした。（グラフ省

略） 
 

1 週あたりの希望就労日数 Ｎ＝81 

 

 

（5）パートタイム、アルバイト希望の 1 日あたりの希望就労時間 

母親の 1 日あたりの希望就労時間は、「5 時間」が 37.0％と最も高く、次に「4 時間」

は 30.9％、「6 時間」は 23.5％となっています。 

父親については３名の回答があり、「４時間」が 1 名、無回答が 2 名でした。（グラフ

省略） 

 
 

1 日あたりの希望就労時間 Ｎ＝81 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2%

37.0%

49.5%

12.3%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60%

2日

3日

4日

5日

無回答

1.2%

30.9%

37.0%

23.5%

3.7%

2.5%

1.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

無回答



 １７ 

３．育児休業について 

 

問 10 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

母親父親それぞれについて、お答えください。 

問 10 育児休業の取得 

   母親の取得状況は、「取得した（取得中である）」が 41.5％、「取得していない」は 17.9％

となっています。一方、「働いていなかった」は 40.6％となっています。 

父親の取得状況は、「取得していない」が、94.7％と最も高くなっています。 

一方、「取得した（取得中である）」割合は 4.0％となっています。また、「働いていな

かった」割合は 1.3％となっています。母親に比べ取得していない割合は 76.8％高くな

っています。 

 

母親の取得状況 Ｎ＝468 

 
    父親の取得状況 Ｎ＝374 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6% 41.5% 17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない

1.3%

4.0% 94.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない



 １８ 

【問 10 の①②のいずれかで「育児休業を取得していない」を選択した方にうかがいます】  

問 10-1 育児休業を取得していない理由（複数回答） 

取得していない理由は、「仕事が忙しかった」が 31.9％と最も高く、「収入減となり、

経済的に苦しくなる」は 25.1％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」「配偶

者が育児休業制度を利用した」はそれぞれ 24.0％となっています。次に「配偶者が無職、

養父母の親族にみてもらった等、制度を利用する必要がなかった」が 22.6％となってい

ます。  

 

                     育児休業を取得していない理由 Ｎ＝354 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.0%

31.9%

0.6%

3.7%

3.1%

25.1%

3.7%

24.0%

22.6%

7.3%

18.9%

2.3%

2.3%

0.3%

10.7%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後）に仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

親族にみてもらった等、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答



 １９ 

【問 10 の①②のいずれかで「育児休業を取得した（取得中である）」を選択した方にうかが

います】 

問 10-2 育児休業取得後の職場復帰について 

母親の職場復帰は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 70.1％となっています。一

方、「育児休業中に離職した」は 7.2％となっています。「現在も育児休業中である」は

22.2％となっています。  

父親の職場復帰は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 93.3％となっています。一

方、「育児休業中に離職した」は 6.7％となっています。「現在も育児休業中である」は

0.0％となっています。  

母親と比較して、職場への復帰は 23.2％上回っています。 

 

母親の職場復帰 Ｎ＝194 

 

      

父親の職場復帰 Ｎ＝15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.1%

22.2%

7.2%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

93.3%

0.0%

6.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答



 ２０ 

【問 10-2 の①②のいずれかで「育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかが

います】 

育児休業からは、実際にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。 

勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで希望していましたか。 

問 10-3 育児休業取得後の職場復帰の実際と希望 

（1）母親の職場復帰 

 【実際】 
母親の職場復帰の実際は、「0 歳の時」が 52.3％と最も高く、次に「1 歳の時」は 42.6％

となっています。                   
 

    母親の職場復帰の実際 Ｎ＝136 

  
【希望】 

母親の職場復帰の希望は、「１歳の時」が 52.2％と最も高く、次に「0 歳の時」は 23.5％

となっています。                

 

母親の職場復帰の希望 Ｎ＝136 

 

 

（2）父親の職場復帰 

【実際】 

父親の職場復帰の実際は、「0 歳の時」が 9 名、「１歳の時」が 1 名となっています。

無回答が 4 名となっています。Ｎ＝14（グラフ省略） 

【希望】 
父親の職場復帰の希望は、「0 歳の時」が 6 名、「１歳の時」が 1 名となっています。

無回答が 7 名となっています。Ｎ＝14（グラフ省略） 

 

 

52.3% 42.6% 0.7% 4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0歳の時職場復帰 1歳の時職場復帰 2歳の時職場復帰 無回答

23.5% 52.2% 3.7% 4.4% 16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0歳の時職場復帰 1歳の時職場復帰 2歳の時職場復帰 3歳の時職場復帰 無回答



 ２１ 

４．平日の定期的な教育・保育事業の利用について 

 

問 11 幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業の利用 

幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業の利用は、「利用している」が 68.6%と

なっています。一方、「利用していない」は 31.0％となっています。 

 
幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業の利用 Ｎ＝494 

 
 

問 11-1 教育・保育施設の利用開始年齢 

教育・保育施設の利用開始年齢については、「６か月以上１歳未満」が 27.1％と最も

高く、次に、「１歳」は 26.2％、「３歳」が 20.4％となっています。 

 

      教育・保育施設の利用開始年齢 Ｎ＝339 

 

 

 

68.6% 31.0% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している 利用していない 無回答

11.5%

27.1%

26.2%

13.3%

20.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

6か月未満

6か月以上1歳未満

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳以上

その他

無回答

【問 11 で「利用している」を選択した方にうかがいます】 



 ２２ 

問 11－2 平日の教育・保育施設の利用（複数回答） 

平日の教育・保育施設の利用については、「認可保育所」が 55.5%となっています。次

に、「幼稚園」は 25.1％となっています。 

その他の教育・保育施設の割合は、それぞれ 10.0％以下となっています。 

 
            平日の教育・保育施設の利用 Ｎ＝339 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25.1%

5.0%

55.5%

8.8%

2.4%

1.2%

7.4%

0.3%

0.6%

0.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

事業所内保育施設

東京都認証保育所

その他認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答



 ２３ 

問 11－3 定期的に利用している教育・保育事業について 

定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。また、 

希望としてはどのくらい利用したいですか。問 11-２で○をつけた施設について、１週 

あたりの「利用日数」、１日あたりの「利用時間（何時から何時まで）」をそれぞれお答えく

ださい。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。 

（1）週あたりの利用日数（複数回答） 

【現在】 

教育・保育事業の週あたりの利用日数は、「５日」が 84.4％と最も高くなっています。

他の利用日数は 6％以下となっています。 

      【現在】週あたりの利用日数 Ｎ＝339 

 
【希望】 

教育・保育事業の週あたりの利用希望日数は、「５日」が 56.6％と最も高く、「6 日」

は 6.5％となっています。   

     【希望】週あたりの利用希望日数 Ｎ＝339 

 
 
 

 
 
 
 

4.1%

0.9%

1.8%

5.3%

84.4%

5.3%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答

0.6%

1.2%

0.3%

2.1%

56.6%

6.5%

34.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答



 ２４ 

（2）１日あたりの利用時間（複数回答） 

【現在】 

教育・保育事業の１日あたりの利用時間は、「5 時間」が 13.3％と最も高く、次に「6

時間」、「7 時間」はそれぞれ 8.0%となっています。 

 

        【現在】１日あたりの利用時間 Ｎ＝339 

 
【希望】 

教育・保育事業の１日あたりの利用希望時間は、「8 時間」が 15.6％と最も高く、次に

「9 時間」は 14.5%となっています。「7 時間」～「10 時間」に利用希望が集中した回

答となっています。  

 

【希望】１日あたりの利用希望時間 Ｎ＝339 

 

 

1.8%

2.9%

2.1%

2.1%

13.3%

8.0%

8.0%

0.3%

0.3%

67.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

12時間

13時間

無回答

1.2%

0.9%

1.2%

3.2%

4.4%

7.1%

15.6%

14.5%

10.9%

5.0%

1.5%

0.3%

36.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間

無回答



 ２５ 

（3）利用開始時間（複数回答） 

【現在】 

教育・保育事業の利用開始時間は、「9 時から」が 43.4%、｢８時から｣は 42.5％とな

っています。「８時」～「9 時」に集中しています。 

 

【現在】利用開始時間 Ｎ＝339 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【希望】 

教育・保育事業の利用希望開始時間は、「8 時から」が 29.8%、｢9 時から｣は 26.0％

となっています。「8 時」～「9 時」に集中しています。 

     
【希望】利用希望開始時間 Ｎ＝339  

 
 
 
 
 
 

5.3%

29.8%

26.0%

2.4%

1.2%

0.3%

38.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7時から

8時から

9時から

10時から

14時から

16時から

無回答

4.1%

42.5%

43.4%

4.4%

0.9%

3.8%

0.3%

0.3%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7時から

8時から

9時から

10時から

11時から

14時から

15時から

16時から

無回答



 ２６ 

（4）利用終了時間（複数回答） 

【現在】 

教育・保育事業の利用終了時間は、「18 時まで」が 6.2%、「16 時まで」は 3.5％とな

っています。 

 

【現在】利用終了時間 Ｎ＝339 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望】 

教育・保育事業の利用終了希望時間は、「17 時まで」が 21.2%、「18 時まで」は 17.1％

となっています。現在に比べ 1 時間程度早い終了時間を希望しています。  

 

【希望】利用終了希望時間 Ｎ＝339 

 
 
 

1.2%

4.7%

4.7%

9.7%

21.2%

17.1%

5.6%

0.3%

0.3%

38.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12時まで

14時まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時まで

21時まで

無回答

0.6%

0.3%

0.6%

1.2%

3.5%

0.9%

6.2%

2.7%

89.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12時まで

13時まで

14時まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

無回答



 ２７ 

問 11－4 定期的に利用している教育・保育事業の実施場所 

定期的に利用している教育・保育事業の実施場所は、「町内」が 84.7%、「町外」は 10.6％

となっています。 

 

定期的に利用している教育・保育事業の実施場所 Ｎ＝339 

 
問 11－5 平日に定期的に教育・保育事業を利用している主な理由 

   平日に定期的に教育・保育事業を利用している主な理由は、「保護者が現在就労してい

るため」が 66.3%と最も高くなっています。次に「子どもの教育や発達のため」は 26.3%

となっています。 

 

平日に定期的に教育・保育事業を利用している主な理由 Ｎ＝339 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

84.7% 10.6%

2.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外 わからない 無回答

26.3%

66.3%

1.8%

0.0%

1.5%

0.0%

0.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労しているため

保護者が就労予定である/求職中であるため

家族・親族などを介護しているため

保護者に病気や障がいがあるため

保護者が学生であるため

その他

無回答



 ２８ 

【問 11-2 で「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」を選択した方にうかがいます。】 

問 12 幼稚園に通う前の他の保育施設の利用 

幼稚園に通う前の他の保育施設の利用は、「利用していた」が 18.2%となっています。

一方、「利用していなかった」は 77.3％となっています。 

 

幼稚園に通う前の他の保育施設の利用 Ｎ＝88 

 

   
問 12-1 利用していた保育施設（複数回答） 

利用していた保育施設は、「認可保育所」が 56.3%となっています。次に、「認定こど

も園」「その他」はそれぞれ 12.5％、「小規模な保育施設」「東京都認証保育所」がともに

6.3％となっています。 

 

利用していた保育施設 Ｎ＝16 

    

 

 

 

 

 

 

18.2% 77.3% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用していた 利用していなかった 無回答

56.3%

12.5%

6.3%

0.0%

0.0%

6.3%

0.0%

0.0%

12.5%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

東京都認証保育所

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答



 ２９ 

【問 11 で「利用していない」を選択した方にうかがいます。】 

問 13 平日に定期的に教育・保育事業を利用していない理由（複数回答） 

平日に定期的に教育・保育事業を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため○

○歳くらいになったら利用しようと考えている」が 43.8%と最も高く、一方、「利用する

必要がない」は 29.4％となっています。また、「利用したいが、教育・保育の空きがない」

は 19.6％となっています。       

 

平日に定期的に教育・保育事業を利用していない理由 Ｎ＝153 

 
 

 

最も回答が多かった「子どもが○○歳くらいになったら利用を考えている」については、

「3 歳」が 55.2％と最も高く、次に「1 歳」が 19.4％となっています。 

 

利用開始年齢 Ｎ＝67 

 

 

 

 

 

29.4%

7.2%

0.0%

19.6%

3.9%

2.6%

3.3%

43.8%

7.8%

18.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所等納得できる事業がない

子どもが ○○ 歳くらいになったら利用を考えている

その他

無回答

19.4%

9.0%

55.2%

10.4%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１歳

２歳

３歳

４歳

無回答



 ３０ 

すべての方にうかがいます。現在、お子さんの平日の教育・保育事業として、定期的に利用

したいと考える事業をお答えください。 

問 13-1 定期的に利用したいと考える平日の教育・保育事業（複数回答） 

定期的に利用したいと考える平日の教育・保育事業は、「認可保育所（国が定める基準

に適合した施設）」が 44.3%と最も高くなっています。次に、「幼稚園（通常の就園時間

の利用）」が 25.9%、「幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業）」は

15.8%、「認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）」が 13.8％となって

います。他の教育・保育事業については、それぞれ 7％以下となっています。  

 

定期的に利用したいと考えている事業 Ｎ＝494 

 

   計 構成比 

幼稚園（通常の就園時間の利用） 128 25.9% 

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業） 78 15.8% 

認可保育所（国が定める基準に適合した施設） 219 44.3% 

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 68 13.8% 

小規模な保育施設（基準に適合した施設で、概ね 6～19 人） 10 2.0% 

家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 2 0.4% 

事業所内保育施設（主に従業員用の施設） 10 2.0% 

東京都認証保育所（東京都が認証した保育施設） 31 6.3% 

その他認可外保育施設 1 0.2% 

居宅訪問型保育（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 3 0.6% 

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 25 5.1% 

その他 12 2.4% 

特にない 21 4.3% 

無回答 146 29.6% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ３１ 

【問 13-1 で「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」に〇をつけ、かつ 3～12 にも○をつけた方

にうかがいます】 

問 13-2 幼稚園（預かり保育をあわせて利用する場合も含む）の利用希望 

幼稚園（預かり保育をあわせて利用する場合も含む）の利用希望は、「はい」が 37.8%、

一方、「いいえ」は 27.7％、無回答が 34.5％となっています。 

 

幼稚園（預かり保育をあわせて利用する場合も含む）の利用希望 Ｎ＝206 

 

 

 

【問 13-1 で「1 から１２」を選択した方にうかがいます。】 
 

問 13-3 教育・保育事業を利用したい場所 

教育・保育事業を利用したい場所は、「町内」が 89.2%となっています。一方、「町外」

は 8.4％となっています。 

 

教育・保育事業を利用したい場所 Ｎ＝333 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.8% 27.7% 34.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

89.2% 8.4% 2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外 無回答



 ３２ 

【問 13-3 で「町内」を選択した方にうかがいます】 

問 13-4 利用する教育・保育事業を選ぶ際に、重視するもの 

利用する教育・保育事業を選ぶ際に、重視するものは、「自宅の近く（徒歩または自転

車で送迎可能な場所）」が 51.2％と最も高く、「園長・職員スタッフ等の対応や園の印象

がよい」は 24.2％となっています。他の重視するものの割合は、それぞれ 10％以下の

割合となっています。   

             利用する教育・保育事業を選ぶ際に、重視するもの Ｎ＝297 

 

 
2019 年 10 月から 0 歳～2 歳の非課税世帯と 3 歳～5 歳児を対象に幼児教育・保育の無

償化を段階的に実施することが検討されていますが、無償化が実施された場合、お子さんの

平日の教育・保育事業の利用についてどのように考えますか。 

問 13-5 幼児教育・保育の無償化が実施された場合の平日の教育・保育事業の利用 

無償化が実施された場合、平日の教育・保育事業の利用は「無償化に関わらず保育園を

利用したい」が 51.9%と最も高く、「無償化に関わらず幼稚園を利用したい」は 27.3％

となっています。また、「無償化されるなら幼稚園を利用したい」は 13.1％となっていま

す。  

             無償化が実施された場合、平日の教育・保育事業の利用 Ｎ＝297 

 
 
 

51.2%

0.7%

1.7%

3.7%

9.4%

3.4%

4.7%

24.2%

1.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅の近く（徒歩または自転車で送迎可能な場所）

駅の近く

職場の近く

自動車で送迎可能な場所

兄弟姉妹が通っている

施設・整備が清潔で整っている

地域の評判がよい

園長・職員スタッフ等の対応や園の印象がよい

その他

無回答

27.3%

51.9%

13.1%

4.7%

1.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無償化に関わらず幼稚園を利用したい

無償化に関わらず保育園を利用したい

無償化されるなら幼稚園を利用したい

無償化されるなら保育園を利用したい

無償化に関わらず利用するつもりはない

無回答



 ３３ 

５．保育所探しについて 

 

問 14 この１年間の保育所探し 

この１年間の保育所探しは、「既に幼稚園または保育所を定期的に利用しているため探

していない」が 42.1％と最も高く、「保育所探しはしていない」は 29.8％となっていま

す。「探した・探している」の割合は、26.3％となっています。保育所探しは、ほぼ４人

に 1 人の割合となっています。 
 
この１年間の保育所探し Ｎ＝494 

 

 

設問【問 14 で「１」（探した・探している）を選択した方にうかがいます】 

問 14-1 保育所探しの結果 

保育所探しの結果は、「認可保育所に入園した」が 24.7％、「幼稚園に入園した」は 9.2％、

「認定こども園に入園した」は 4.6％、「事業所内保育施設に入園した」が 1.5％、「東京

都認証保育所に入園した」が 8.5％、いずれかに入園している割合は 48.5％となってい

ます。一方、「どこにも入れず、現在も探している」が 13.8％、「保育の利用はあきらめ

た」は 7.7％、「結果待ち」は 10.0％となっています。保育所探しの結果は、ほぼ 2 人

に 1 人の割合で入園しています。 
 

                 保育所探しの結果 Ｎ＝130 

 

26.3% 29.8% 42.1% 1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

探した・探している

保育所探しはしていない

既に幼稚園または保育所を定期的に利用しているため探していない

無回答

24.7%

9.2%

4.6%

1.5%

8.5%

13.8%

7.7%

10.0%

19.2%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40%

認可保育所に入園した

幼稚園に入園した

認定こども園に入園した

事業所内保育施設に入園した

東京都認証保育所に入園した

どこにも入れず、現在も探している

保育の利用はあきらめた

結果待ち

その他

無回答



 ３４ 

問 14-2 保育所探しの結果の満足度 

保育所探しの結果の満足度は、「満足（希望どおり）」「まあまあ満足（希望に近い）」が

それぞれ 26.9％となり、両方合わせて 53.8％の方が満足と回答しています。 

一方、「やや不満（希望どおりにいかず）」は 24.7％、「不満（希望からはほど遠い）」

は 13.8％と、38.5％の方が不満と回答しています。 
 

保育所探しの結果の満足度 Ｎ＝130 

 
 

問 15 希望どおりにならなかったと感じている理由（複数回答） 

希望どおりにならなかったと感じている理由は、「希望した時期に入所できなかった」

「希望した園に入れなかった」がそれぞれ 40.0％と最も高くなっています。また、20.0％

の方が「選考基準に疑問がある」と回答しています。 

 

                       希望どおりにならなかったと感じている理由  Ｎ＝50 

                                                                 

26.9%

26.9%

24.7%

13.8%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40%

満足（希望どおり）

まあまあ満足（希望に近い）

やや不満（希望どおりにいかず）

不満（希望からはほど遠い）

無回答

18.0%

4.0%

6.0%

20.0%

16.0%

2.0%

8.0%

8.0%

10.0%

40.0%

14.0%

40.0%

4.0%

18.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅から遠い

駅から遠い

職場から遠い

選考基準に疑問がある

保育料が高い

兄弟姉妹で別の園

保育士の質に不満

園の施設・設備に不満（園庭が狭いなど）

保育サービスに不満

希望した時期に入所できなかった

預けられる時間が短い

希望した園に入れなかった

年齢制限があり、今後転園に不安

その他

無回答



 ３５ 

【問 14 で「２」（保育所探しはしていない）を選択した方にうかがいます。】 

問 16 保育所を探していない・探さなかった理由 

保育所を探していない・探さなかった理由は、「幼稚園に入園するつもり」が 30.0％と

最も高く、次に「必要がない」は 22.4％、「子どもがまだ小さい」が 13.6％となってい

ます。 

 

             保育所を探していない・探さなかった理由 Ｎ＝147 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.4%

6.1%

10.9%

13.6%

30.0%

11.6%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40%

必要がない

保育の利用をあきらめている

これから探そうと思っている

子どもがまだ小さい

幼稚園に入園するつもり

その他

無回答



 ３６ 

６．地域の子育て支援の場の利用状況について 

 
地域子育て支援の場とは… 

「子ども家庭支援センターひばり」「子育てひろば」「移動児童館」等、親子が集まって過ごしたり、

子育てに関する相談や情報提供を受けたり、子育て講座などを行う場。（町内の各保育所・幼稚園、

あすなろ児童館で行われています。） 

 

お子さんは、現在、地域子育て支援の場を利用していますか。おおよその利用回数（頻度）

もご記入ください。 

問 17 地域子育て支援の場の利用状況 

（1）地域子育て支援の場の利用状況 

地域子育て支援の場の利用状況は、「利用していない」が 74.4%と最も高くなっていま

す。次いで「地域子育て支援の場を利用している」は 17.6%、「その他、町内で実施して

いる子育てサークル等の事業を利用している」は 1.0％となっています。「地域支援の場

があることを知らなかった」は 3.0％となっています。  
 

地域子育て支援の場の利用状況 Ｎ＝494 

 
（2）週あたりの利用回数 

  １．週あたりの利用回数 

週あたりの利用回数は、「１回」が 12.6％、「２回」は 6.9%となっています。  

      週あたりの利用希望回数 Ｎ＝87 

 
 
 

17.6%

1.0%

74.4%

3.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域子育て支援の場を利用している

子育てサークル等の事業を利用している

利用していない

地域支援の場があることを知らなかった

無回答

12.6%

6.9%

1.1%

1.1%

78.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回

2回

3回

5回

無回答



 ３７ 

（3）月あたりの利用回数 

月あたりの利用回数は、「１回」が 40.2％と最も多く、次に「２回」は 20.7%、

「３回」が 10.4％となっています。  

 

       月あたりの利用希望回数 Ｎ＝87 

 
 

 

【問 17 で「子育て支援の場を利用している」を選択した方にうかがいます】 

問 17-1 地域子育て支援の場を利用した満足度 

地域子育て支援の場を利用した満足度は、「まあまあ満足」が 56.4%と最も高く、次

に「満足」が 31.0％となっています。87.4％の方が満足と回答しています。 

 
地域子育て支援の場を利用した満足度 Ｎ＝87 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.2%

20.7%

10.4%

6.9%

3.4%

4.6%

1.1%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

6回

10回

無回答

31.0% 56.4% 8.0% 4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 まあまあ満足 やや不満 不満



 ３８ 

問 18 地域子育て支援の場の今後の利用 

（1）地域子育て支援の場の利用 

今後の利用は、「利用していないが、今後利用したい」が 20.6％、「すでに利用してい

るが、今後利用日数を増やしたい」は 7.1％となっています。一方、「新たに利用したり、

利用日数を増やしたいとは思わない」は 54.5%となっています。3 割弱の方が利用意向

を示しています。 
 

  地域子育て支援の場の今後の利用 Ｎ＝494 

 
（2）週あたりの利用希望回数 

今後の週あたりの利用希望回数は、「1 回」が 33.3%、「2 回」は 8.8％となっていま

す。 

   週あたりの利用希望回数 Ｎ＝102 

 
（3）月あたりの利用希望回数 

今後の月あたりの利用希望回数は、「1 回」が 34.3%、「2 回」は 29.4％となっていま

す。  

月あたりの利用希望回数 Ｎ＝102 

 

20.6% 7.1% 54.5% 17.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

33.3%

8.8%

4.9%

2.0%

51.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1回

2回

3回

5回

無回答

34.3%
29.4%

8.8%
8.8%

2.0%
1.0%

3.9%
1.0%
1.0%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1回
2回
3回
4回
5回
6回
8回
10回
20回

無回答



 ３９ 

問 18-1 子ども家庭支援センターや保育園、幼稚園、保健センター等の子育て相談 

子育て相談については、「子育て相談の事業は、知っている」が 34.8%となっており、

一方、「知らなかった」は 8.9％となっています。 

子育て相談利用に関しては、「すでに利用している」が 7.5％、「精神的に不安定な状況

に陥った時は、利用したい」が 21.1%、また、「子育て相談相手が身近にいるために、利

用しない」は 24.5%となっています。 

28.6％の方が子育て相談の利用意向を示しています。 

 
 子ども家庭支援センターや保育園、幼稚園、保健センター等の子育て相談 Ｎ＝494 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5% 34.8% 24.5% 21.1% 8.9% 3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すでに利用している

子育て相談の事業は、知っている

子育て相談相手が身近にいるために、利用しない

精神的に不安定な状況に陥った時は、利用したい

知らなかった

無回答



 ４０ 

７．地域とのかかわりについて 

 

問 19 子育ての仲間 

子育ての仲間については、「会えば話をする程度の仲間がいる」が 33.0％、「互いの家

を行き来したり、一緒に出かけたりする仲間がいる」が 32.8%、「困ったときに子どもを

預けることができる仲間がいる」は 21.1%となり、約 87％の方が子育て仲間がいると

回答している一方、「仲間はいない」は 12.3％となっています。 
 

子育ての仲間 Ｎ＝494 

 

問 20 子育てグループなどの自主的なグループ活動などへの参加 

子育てグループなどの自主的なグループ活動などへの参加は、「現在参加しており、今

後も参加するつもりである」が 7.3％、「現在は参加していないが、今後機会があれば参

加したい」は 38.5％となり 45.8%の方が参加意向を示しています。一方、「現在は参加

しておらず、今後も参加するつもりはない」は 52.4%と全回答の中で最も高く、「現在参

加しているが、今後は参加するつもりはない」は 1.0％となっています。子育てグループ

などの自主的なグループ活動への参加意向は、2 分された結果となっています。 
  
子育てグループなどの自主的なグループ活動などへの参加 Ｎ＝494 

 

 

 

21.1% 32.8% 33.0% 12.3% 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困ったときに子どもを預けることができる仲間がいる
互いの家を行き来したり、一緒に出かけたりする仲間がいる
会えば話をする程度の仲間がいる
仲間はいない
無回答

7.3% 1.0% 38.5% 52.4% 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在参加しており、今後も参加するつもりである
現在参加しているが、今後は参加するつもりはない
現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい
現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない
無回答



 ４１ 

【問 20 で「２から４」を選択した方にうかがいます】 

問 20-1 参加していない理由、今後参加しない理由（複数回答） 

参加していない理由、今後参加しない理由は、「活動に参加する余裕や時間がないから」

が 44.5%、「特に必要を感じないから」は 31.3％、「人間関係がわずらわしいから」が

28.6%、「活動の情報や参加方法を知らないから」は 23.3%となっています。   
 

                 参加していない理由、今後参加しない理由 Ｎ＝454 

 
 
 
子育て中の親が気軽に集い、子育てアドバイザーによる相談や情報提供などが受けられる 

場が提供されるとしたら、どのような場所が望ましいですか。 

問 21 子育てについての望ましい相談・情報提供場所（複数回答） 

子育てについての望ましい相談・情報提供場所は、「町の公共施設（コミュニティセン

ター、子ども家庭支援センターひばり、あすなろ児童館等）」が 73.3%と最も高くなって

います。次に、「地域の保育所や幼稚園」は 42.9％となっています。その他の相談場所の

割合は、それぞれ 15％以下となっています。  
 

                  子育てについての望ましい相談・情報提供場所 Ｎ＝494 

 

23.3%

9.3%

44.5%

16.5%

28.6%

31.3%

5.9%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動の情報や参加方法を知らないから

身近な場所で参加できる活動がないから

活動に参加する余裕や時間がないから

気軽に参加したり、やめたりできないから

人間関係がわずらわしいから

特に必要を感じないから

その他

無回答

73.3%

9.1%

42.9%

12.3%

3.6%

3.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町の公共施設（コミュニティセンター等）

学校の余裕教室

地域の保育所や幼稚園

商業施設の空き店舗

マンションやアパート、民家の一室

その他

無回答



 ４２ 

問 22 子育てに関する地域の人への要望（複数回答） 

子育てに関する地域の人への要望は、「子どもが危険なことや、悪いことをしたときに

は注意をしてほしい」が 58.5%、「子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつしたり、

声をかけてほしい」は 54.0％となっています。「親子が参加する地域のイベント等に参加

したり、企画・運営したりしてほしい」は 28.1％となり、地域の人との声掛けや交流を

望んでいます。 

    

 

                     子育てに関する地域の人への要望 Ｎ＝494 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

54.0%

58.5%

11.9%

5.5%

15.4%

28.1%

2.8%

15.8%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもや親子連れにあいさつや声をかけてほしい

危険なこと、悪いことをしたとき注意してほしい

話し相手や相談相手になってほしい

家事や子どもの世話を手伝ってほしい

子どもと一緒に遊んだり、絵本を読んでほしい

親子参加のイベントへの参加、企画・運営してほしい

その他

特にない

無回答



 ４３ 

８．土曜・日曜日、祝日・長期休暇中の利用希望について 

 

お子さんについて、土・日曜日、祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか
（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入く
ださい。なお、これらの事業には、利用料がかかる場合があります。 
※教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指します。親族・知
人による預かりは含みません。 

問 23 土・日曜日、祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（1）土曜日の利用希望 

     土曜日の利用希望は、「利用する必要はない」が 59.6％と最も高くなっています。次に、

「月に１～２回は利用したい」は 28.3％、「ほぼ毎週利用したい」は 8.3％となっています。  

土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望 Ｎ＝494 

 

（2）土曜日の利用希望時間帯 

１．利用希望開始時間帯 

土曜日の利用希望開始時間帯は、「８時から」が 40.8%、「9 時から」が 40.3％と集中

しています。   

利用希望開始時間帯 Ｎ＝181 

 

 

 

 

 
 

2．利用希望終了時間帯 

土曜日の利用希望終了時間帯は、「17 時まで」が 32.0%、「18 時まで」は 25.9％、

「16 時まで」が 16.0％と集中しています。   

利用希望終了時間帯 Ｎ＝181 

 

59.6% 8.3% 28.3% 3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

0.6%
0.6%
1.7%
2.7%
2.2%

6.6%
16.0%

32.0%
25.9%

5.5%
0.6%
0.6%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

9時まで
11時まで
12時まで
13時まで
14時まで
15時まで
16時まで
17時まで
18時まで
19時まで
20時まで
22時まで

無回答

0.6%
6.6%

40.8%
40.3%

5.5%
0.6%
0.6%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

6時から
7時から
8時から
9時から

10時から
12時から
19時から

無回答



 ４４ 

（3）日曜日、祝日の利用希望 

日曜日、祝日の利用希望は、「利用する必要はない」が 75.5％と最も高くなっています。

次に、「月に１～２回は利用したい」が 18.6％、「ほぼ毎回利用したい」は 1.4％となっ

ています。  

日曜日、祝日の利用希望 Ｎ＝494 

 
 
（4）日曜日、祝日の利用したい時間帯 

１．利用希望開始時間帯 

日曜日、祝日の利用希望開始時間帯は、「9 時から」が 40.4%、「8 時から」が 38.4％

と集中しています。  

日曜日、祝日の利用希望開始時間帯 Ｎ＝99 

 
2．利用希望終了時間帯 

日曜日、祝日の利用希望終了時間帯は、「17 時まで」が 32.4％、「18 時まで」が 29.3％

と集中しています。  

日曜日、祝日の利用希望終了時間帯 Ｎ＝99 

 
 

75.5% 1.4% 18.6% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎回利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

10.1%

38.4%

40.4%

6.1%

1.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7時から

8時から

9時から

10時から

12時から

無回答

1.0%

1.0%

8.1%

13.1%

32.4%

29.3%

9.1%

1.0%

1.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

13時まで

14時まで

15時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時まで

22時まで

無回答



 ４５ 

【幼稚園を利用されている方にうかがいます。】 

問 24 夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育事業の利用希望 

（1）長期の休暇期間中の教育事業の利用希望 

長期の休暇期間中の教育事業の利用希望は、「休みの期間中週に数日利用したい」が

41.3%、「休みの期間中ほぼ毎日利用したい」は 19.0％となっています。 

一方、「利用する必要はない」は 39.7％となっています。 

60.3%の方が、利用希望の意向を示しています。 
         

長期の休暇期間中の教育事業の利用希望 Ｎ＝126 

 
（2）長期の休暇期間中の利用したい時間帯 

１．利用希望開始時間帯 

利用希望開始時間帯は、「9 時から」が 60.6%と最も高く、次に「8 時から」は 30.3%

と集中しています。  

利用希望開始時間帯 Ｎ＝76 

 

2．利用希望終了時間帯 

利用希望終了時間帯は、「15 時まで」が 22.4%、「18 時まで」は 21.1%、「16 時ま

で」が 18.4％と分散しています。    
 

利用希望終了時間帯 Ｎ＝76 

 

39.7%

19.0%

41.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用する必要はない

休みの期間中ほぼ毎日利用したい

休みの期間中週に数日利用したい

無回答

3.9%

30.3%

60.6%

2.6%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

7時から

8時から

9時から

10時から

無回答

1.3%
1.3%

17.1%
22.4%

18.4%
14.5%

21.1%
1.3%
2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

11時まで
13時まで
14時まで
15時まで
16時まで
17時まで
18時まで
19時まで

無回答



 ４６ 

９．病気の際の対応について 

 

【平日の定期的な教育・保育事業を利用している方にうかがいます。】 

問 25 この 1 年間に病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったこと 

この１年間に、子どもが病気やケガにより通常の教育・保育事業が利用できなかったこ

とについては、「あった」が 67.5％となっています。一方、「なかった」は 29.8％とな

っています。  
 

この 1 年間に病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったこと Ｎ＝339 

  
【問 25 で「あった」を選択した方にうかがいます】 

問 25－１ 対処方法・日数（複数回答） 

（1）対処方法 

病気やケガによる通常の教育・保育事業が利用できなかったことへの対処方法では、「母

親が休んだ」が 85.2%と最も高くなっています。次に、「（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった」は 32.8％、「父親が休んだ」が 22.7％となっています。対処方

法は、身近な家族、親族・知人により対処しています。 
 

                   対処方法 Ｎ＝229 

 
 

 

67.5% 29.8% 2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

22.7%

85.2%

32.8%

12.7%

3.9%

0.0%

0.0%

0.9%

3.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親・母親のうちどちらかが子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した（瑞穂町にない）

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答



 ４７ 

（2）対処のため仕事を休んだ日数（複数回答） 

対処のため仕事を休んだ日数は、「５日」が 26.2%、「2 日」は 24.9%、「10 日」が

19.2%、「1 日」は 11.4%となっています。分散した対処日数となっています。  

 

対処のため休んだ日数 Ｎ＝229 

 
 

【問 25-1 で「父親が休んだ」「母親が休んだ」を選択した方にうかがいます】その際、「で
きれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数についても
ご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等には、利用料がかかり、利用前にかか
りつけ医の受診が必要となります。 

問 25－2 病児・病後児のための保育施設等の利用希望 

病児・病後児のための保育施設等の利用希望については、「できれば病児・病後児保育

施設等を利用したい」は 36.8％となっています。一方、「利用したいとは思わない」は

42.6％で、その理由は「病気の子どもを置いて仕事には行けない」、「自分の子がつらい

時、一緒にいてあげたい」、「利用料がかかり、受診を受ける時間がない」などがありまし

た。  

 

病児・病後児のための保育施設等の利用希望 Ｎ＝247 

 

11.4%
24.9%

18.3%
9.6%

26.2%
3.1%

8.3%
0.9%
0.9%

19.2%
0.4%

1.7%
2.6%

6.6%
0.4%

4.4%
0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日

10日
13日
14日
15日
20日
24日

25日以上
無回答

36.8% 42.6% 20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答



 ４８ 

（１）利用希望日数 

利用希望日数は、「3 日」が 16.４%と最も高く、「5 日」は 14.3％、「2 日」は 12.1％

となっています。 

        利用希望日数 Ｎ＝91 

 

問 25－3 病児・病後児のための保育施設等を利用する場合に望ましいと思う事

業形態（複数回答） 

子どもを預ける場合に望ましいと思う事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを

保育する事業」が 96.7％と最も高くなっています。次に、「他の施設（幼稚園・保育園等）

に併設した施設で子どもを保育する事業」は 52.7％となっています。また、「地域住民等

が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等）」は

12.1％となっています。 

 

子どもを預ける場合に望ましいと思う事業形態 Ｎ＝91 
 

  計 構成比 

他の施設（幼稚園・保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業 48 52.7% 

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 88 96.7% 

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポ

ート・センター等） 
11 12.1% 

その他 3 3.3% 

無回答 0 0.0% 

                

 

 

 

 

7.7%

12.1%

16.4%

7.7%

14.3%

2.2%

3.3%

7.7%

3.3%

3.3%

3.3%

18.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

10日

14日

20日

25日以上

無回答



 ４９ 

10．不定期の教育・保育事業、宿泊を伴う一時預かり等の利用 

 

お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の 

就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。１年間のおおよその利用日数もご

記入ください。 

問 26 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業（複数回答） 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業については、「利

用していない」が 79.8%と最も高く、利用している事業は、「幼稚園の預かり保育」が

7.5％、「一時預かり」は 5.7％となっています。 

利用していない理由は、「近くにないため」、「子どもを一緒に連れて行っているから」、 

「祖父母にて保育ができる」などがありました。 

 

               不定期に利用している事業 Ｎ＝494 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）利用日数 

利用日数は、「10 日」が 22.6%と最も高くなっています。次に、「2 日」は 17.7％、

「1 日」は 16.1％となっています。 

      利用日数 Ｎ＝62 

 

16.1%
17.7%

12.9%
6.5%
6.5%

3.2%
1.6%

22.6%
4.8%

3.2%
0.0%

6.5%
1.6%

8.1%
0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日

10日
12日
15日
16日
20日
24日

25日以上
無回答

5.7%

7.5%

0.2%

0.0%

1.0%

0.0%

1.0%

79.8%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間保育

ショートステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答



 ５０ 

お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利 
用する必要があると思いますか。「利用したい」を選択した場合は、必要な日数をご記入くだ
さい。なお事業には、利用料がかかる場合があります。 

問 27 私用、親の通院、不定期の就労等の目的での事業利用の必要性 

（1）事業利用の必要性 

事業利用の必要性は、「利用したい」が 36.6 %となっています。一方、「利用する必要

はない」は 55.9％となっています。 

事業利用の必要性 Ｎ＝494 

 
 

（2）年間の事業利用の必要日数 

年間の事業利用の必要日数は、「25 日以上」が 18.7％、「10 日」が 16.5%、「12 日」

は 8.8%、「20 日」は 6.1％、「５日」が 5.5％、「3 日」は 4.4％と分散傾向となっていま

す。       

年間の事業利用必要日数 Ｎ＝181 

 
 
 
 
 

36.6% 55.9% 7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

2.8%
3.3%

4.4%
3.3%

5.5%
3.9%

3.3%
1.1%

0.6%
16.5%

1.1%
8.8%

3.3%
1.1%

0.6%
0.6%

6.1%
0.6%
0.6%

3.3%
18.7%

10.5%

0% 10% 20% 30%

1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日

10日
11日
12日
15日
16日
17日
18日
20日
21日
22日
24日

25日以上
無回答



５１ 

【問 26 で「一時預かり」を選択した方にうかがいます。】 

問 28 一時預かり事業の利用満足度 

一時預かり事業の利用満足度は、「満足」が 67.8%、次に、「まあまあ満足」は 28.6％

となっています。 

  一時預かり事業の利用満足度 Ｎ＝28 

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊
りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからな
かった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの日数も
ご記入ください。 

問 29 保護者の用事による、子どもの泊りがけの対処 

保護者の用事による、子どもの泊りがけの対処については、「あった」が 14.0%、「な

かった」は 82.8%となっています。 

 保護者の用事による、子どもの泊りがけの対処 Ｎ＝494 

（１）（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数は、「3 日」が 14.5%と最も高く、「2

日」、「10 日」はそれぞれ 13.0％となっています。また、「1 日」、「5 日」はそれぞれ

10.2％となっています。 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった対処日数 Ｎ＝69 

67.8% 28.6% 3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 まあまあ満足 無回答

14.0% 82.8% 3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

10.2%

13.0%

14.5%

2.9%

10.2%

5.8%

13.0%

1.4%

4.3%

24.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

7日

10日

14日

25日以上

無回答



５２ 

（2）ショートステイを利用した対処日数

ショートステイを利用した対処日数については、「6 日」が 1 名でした。（グラフ省略） 

（3）ショートステイ以外の保育事業を利用した対処日数

ショートステイ以外の保育事業を利用した対処日数については、回答がありませんでした。

（4）仕方なく子どもを同行させた日数

仕方なく子どもを同行させた日数は、「１日」が 37.3%と最も高く、「2 日」は 25.0％

となっています。 

仕方なく同行させた対処日数 Ｎ＝16 

（5）仕方なく子どもだけで留守番をさせた対処日数

仕方なく子どもだけで留守番をさせた対処日数については、回答がありませんでした。 

（6）その他の対処日数

その他の対処日数については、「5 日」が 1 名でした。理由は、「父親のみ葬儀に出席し、

母親と子どもは留守番」と回答しています。（グラフ省略） 

【問 29「泊りがけで対処の際、（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選択した方
にうかがいます】 

問 29-1 親族・知人に頼みやすかったか 

親族・知人にみてもらった時の頼みやすさについては、「頼みやすかった」が 65.3%と

最も高くなっています。一方、「どちらかというと頼みにくかった」が 18.8%、「大変頼

みにくかった」は 2.9％となっています。21.7%の方が依頼の困難さを感じています。 

親族・知人に頼みやすかったか Ｎ＝69 

37.3%
25.0%

12.5%
6.3%
6.3%
6.3%
6.3%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日
2日
3日
5日
7日

10日
15日

無回答

65.3% 18.8% 2.9% 13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼みやすかった どちらかというと頼みにくかった 大変頼みにくかった 無回答



 ５３ 

11．小学校入学以降の放課後の過ごし方について 

    
【お子さんが、平成 25 年 4 月 1 日以前に生まれている方にうかがいます。】 

問 30 小学校入学にあたり、心配なこと（複数回答） 

小学校入学にあたり、心配なことは、「友達との付き合いに関すること」が 27.9％と最

も高く、次に「子どもの安全に関すること」は 24.1％、「勉強・学習に関すること」が

22.2％、「新しい環境への順応に関すること」が 19.8％となっています。  

           小学校入学にあたり、心配なこと Ｎ＝469 

 
 

問 31 小学校低学年（１～３年生）に放課後に過ごさせたい場所（複数回答） 

小学校低学年に、放課後に過ごさせたい場所については、「学童保育クラブ」が 24.1％

と最も高く、「自宅」は 17.9％、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

が 13.0％となっています。  

                    小学校低学年に放課後に過ごさせたい場所 Ｎ＝469 

 

12.4%

27.9%

22.2%

14.3%

19.8%

24.1%

5.5%

3.0%

12.6%

4.5%

1.1%

3.0%

59.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

生活と発達に関すること

友達との付き合いに関すること

勉強・学習に関すること

小学校の状況に関すること

新しい環境への順応に関すること

子どもの安全に関すること

習い事に関すること

子どもと親との関係

親同士の関係

金銭面に関すること

その他

特にない

無回答

17.9%

6.4%

13.0%

3.0%

7.7%

24.1%

0.0%

0.9%

58.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童保育クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他（幼稚園・保育所等）

無回答



 ５４ 

（1）学童保育クラブを利用する場合の週あたりの利用希望日数 

学童保育クラブを利用する場合の週あたりの利用希望日数は、「5 日」が 63.6％と最も

高く、「4 日」は 16.8％となっています。 

学童保育クラブの週あたり利用希望日数 Ｎ=113 

 
 
（2）学童保育クラブを利用する場合の利用終了希望時間 

学童保育クラブの利用終了希望時間は、「18 時」が 39.0％、「17 時」が 24.8％とな

っています。 

学童保育クラブの利用希望終了時間 Ｎ=113 

 
 
（3）低学年の週・月あたりの利用日数 

1.「自宅」の週あたりの利用日数は、「5 日」が 27.4％と最も高く、「3 日」「4 日」が

それぞれ 13.1％、次に「2 日」が 10.7％となっています。 

自宅の週あたりの利用日数 Ｎ=84 

 

1.8%

2.7%

8.0%

16.8%

63.6%

4.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答

8.8%

24.8%

39.0%

6.2%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

16時

17時

18時

19時

無回答

7.1%

10.7%

13.1%

13.1%

27.4%

3.6%

3.6%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答



 ５５ 

2. 「祖父母宅や友人・知人宅」の週あたりの利用日数は、「1 日」が 40.0％と最も高

く、「2 日」は 26.7％となっています。 

祖父母宅や友人・知人宅の週あたりの利用日数 Ｎ=30 

 

 

3. 「習い事」の週あたりの利用日数は、「2 日」が 34.4％と最も高く、「1 日」は 29.5％、 

「3 日」は 21.3％となっています。 

習い事の週あたりの利用日数 Ｎ=61 

 

4. 「児童館」の週あたりの利用日数は、「1 日」が 28.6％と最も高く、「2 日」「5 日」

はそれぞれ 14.3％となっています。 

児童館の週あたりの利用日数 Ｎ=14 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0%

26.7%

13.3%

3.3%

16.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日

2日

3日

5日

無回答

29.5%

34.4%

21.3%

6.6%

8.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日

2日

3日

4日

無回答

28.6%

14.3%

7.1%

7.1%

14.3%

28.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答



５６ 

5. 「放課後子ども教室」の月あたりの利用日数は、「4 日」が 30.5％と最も高く、「1

日」は 19.4％となっています。

放課後子ども教室の月あたりの利用日数 Ｎ=36 

6. 「ファミリー・サポート・センター」の週あたりの利用日数は、「３日」が 1 人とな

っています。

7. 「その他（幼稚園・保育所等）」の週あたりの利用日数は「4 日」が 2 人、「1 日」が 1

人となっています。

問 32 小学校高学年（４～６年生）に放課後に過ごさせたい場所（複数回答） 

小学校高学年に放課後過ごさせたい場所については、「自宅」が 30.5％と最も高く、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」は 20.5％となっています。 

小学校高学年に放課後に過ごさせたい場所 Ｎ＝469 

  小学校高学年に放課後に過ごさせたい場所 Ｎ＝469

（1）学童保育クラブを利用する場合の週あたりの利用希望日数

％となっています。 

19.4%
11.1%

5.6%
30.5%

2.8%
2.8%
2.8%
2.8%
2.8%

19.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1日
2日
3日
4日
5日
8日

22日
24日

25日以上
無回答

学童保育クラブの週あたりの利用希望日数は、「5 日」が 58.5%、「3 日」は 22.0 

学童保育クラブの週あたり利用希望日数 Ｎ=41 

0% 60%

30.5%

9.2%

20.5%

4.9%

9.6%

8.7%

0.2%

0.6%

58.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブなど）

児童館

放課後子ども教室

学童保育クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他（幼稚園・保育所等）

無回答

4.9%

7.3%

22.0%

4.9%

58.5%

2.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答



５７ 

（2）学童保育クラブを利用する場合の利用希望終了時間

学童保育クラブの利用希望終了時間は、「18 時」が 31.6％、「17 時」が 24.4％とな

っています。 

学童保育クラブの利用希望終了時間 Ｎ=41 

（3）高学年の週・月あたりの利用日数

1.「自宅」の週あたりの利用日数は、「5 日」が 32.8％と最も高く、「3 日」が 18.9％、

次に「4 日」が 10.5％となっています。 

自宅の週あたりの利用日数 Ｎ=143 

2. 「祖父母宅や友人・知人宅」の週あたりの利用日数は、「1 日」が 37.2％と最も高

く、「2 日」は 18.6％、「３日」が 16.3％となっています。

祖父母宅や友人・知人宅の週あたりの利用日数 Ｎ=43 

4.9%

24.4%

31.6%

9.8%

29.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

16時

17時

18時

19時

無回答

7.7%

8.4%

18.9%

10.5%

32.8%

0.7%

1.4%

19.6%

0% 10% 20% 30% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

37.2%

18.6%

16.3%

9.3%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40%

1日

2日

3日

5日

無回答



 ５８ 

3. 「習い事」の週あたりの利用日数は、「2 日」が 40.6％と最も高く、「1 日」は 18.8％、 

「3 日」は 16.7％となっています。 

習い事の週あたりの利用日数 Ｎ=96 

 

4. 「児童館」の週あたりの利用日数は、「1 日」が 27.3％と最も高く、「2 日」「3 日」

はそれぞれ 18.2％となっています。 

児童館の週あたりの利用日数 Ｎ=22 

 

5. 「放課後子ども教室」の月あたりの利用日数は、「4 日」が 24.5％と最も高く、「1

日」は 20.0％となっています。 

放課後子ども教室の月あたりの利用日数 Ｎ=45 

 

6. 「ファミリー・サポート・センター」の週あたりの利用日数は、「３日」が 1 人とな

っています。 

 

7. 「その他（幼稚園・保育所等）」の週あたりの利用日数は「4 日」が 2 人、「1 日」が

1 人となっています。 

    

18.8%

40.6%

16.7%

5.2%

3.1%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

27.3%

18.2%

18.2%

4.5%

13.6%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

20.0%
15.6%

6.7%
24.5%

4.4%
4.4%

2.2%
2.2%
2.2%
2.2%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40%

1日
2日
3日
4日
5日
8日

10日
20日
24日

25日以上
無回答



 ５９ 

12．子育て全般について 

 

問 33 子育て（教育を含む）に関して気軽に相談できる人・場所（複数回答） 

子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人・場所については、「配偶者」が

78.1％と最も高く、「友人や知人」は 74.7％、「子どもの祖父母等の親族」が 69.8％と

なっています。  
子育て（教育を含む）に関して気軽に相談できる人・場所 Ｎ=494 

 
問 34 現在瑞穂町で実施している子育て支援事業で今後利用したいもの（複数回答） 

現在瑞穂町で実施している子育て支援事業で、今後利用したいと思うものは、「乳幼児

ショートステイ」が 14.2％、「子育て世代包括支援センター「ゆりかごステーション」」

は 13.4％となっています。また、「産前・産後サポート事業」が 13.0％、「産後ケア事

業」は 11.7％となっています。  
                                    子育て支援事業で今後利用したいもの Ｎ=494 

 

78.1%

69.8%

74.7%

10.7%

6.7%

14.4%

30.2%

8.1%

0.0%

2.8%

8.1%

6.1%

1.0%

3.4%

1.6%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者

子どもの祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

学校の先生

幼稚園の先生

保育士

医師などの医療関係者

民生委員・児童委員

子育て支援施設（児童館等）

保健所・保健センター

子ども家庭支援センターひばり

教育相談室

相談できる人はいない・場所はない

その他

無回答

13.4%

13.0%

11.7%

14.2%

68.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育て世代包括支援センター「ゆりかごステーション」

産前・産後サポート事業

産後ケア事業

乳幼児ショートステイ

無回答



 ６０ 

問 34-1 産前・産後支援ヘルパー派遣事業を実施した場合の利用 

◎産前・産後支援ヘルパー派遣事業とは、つわりや、産後の体調不良等により、家事・育

児が困難な場合、家事ヘルパーが訪問し支援する事業 
 

今後、瑞穂町で産前・産後支援ヘルパー派遣事業を実施した場合の利用については、「利

用する」が 29.5％となっています。一方、「利用しない」は 66.2％となっています。 
 
産前・産後支援ヘルパー派遣事業を実施した場合の利用 Ｎ＝494 

 
問 35 瑞穂町に対する子育て支援の要望（複数回答） 

瑞穂町に対する子育て支援の要望は、「子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増や

してほしい」が 73.9％と最も高くなっています。次に、「保育所や幼稚園にかかる利用料

を軽減してほしい」は 54.9％となっています。また、「安心して子どもが医療機関にかか

れる体制を整備してほしい」が 41.9％、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な施

設やイベントの機会がほしい」は 36.2％となっています。  

 
瑞穂町に対する子育て支援の要望 Ｎ＝494 

  計 構成比 

児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設やイベントの機会がほしい 179 36.2% 

子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増やしてほしい 365 73.9% 

保育所を増やしてほしい 117 23.7% 

幼稚園を増やしてほしい 57 11.5% 

保育所や幼稚園にかかる利用料を軽減してほしい 271 54.9% 

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 207 41.9% 

町営や都営住宅への多子世帯の優先入居など、住居面の配慮がほしい 37 7.5% 

休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 92 18.6% 

子育てについて学べる機会を作ってほしい 72 14.6% 

悩みを打ち明けられる場所を増やしてほしい 47 9.5% 

子どもや保護者等が利用しやすい「子ども食堂」の拡充や活動支援してほしい 99 20.0% 

その他 56 11.3% 

無回答 17 3.4% 

 

29.5% 66.2% 4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する 利用しない 無回答
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問 36 子育てに必要な情報の入手方法（複数回答） 

子育てに必要な情報の入手方法については、「インターネット（ホームページ、ブログ、

ツイッター・フェイスブック等）」が 68.6%と最も高くなっています。次に、「友人や知

人」は 63.2％、「広報やパンフレット」は 58.9％となっています。  
子育てに必要な情報の入手方法 Ｎ＝494 

 

問 37 これからも瑞穂町で暮らしたいか 

「これからも瑞穂町で暮らしたいですか」への回答は、「暮らしたい」が 75.7％と最も

高く、「別の場所で暮らしたい」は 18.2％、「別の場所で暮らしてから、瑞穂町に戻って

きたい」が 0.8％となっています。 

 

       これからも瑞穂町で暮らしたいか Ｎ＝494 

 
 

58.9%

68.6%

13.0%

22.3%

3.8%

63.2%

4.0%

10.3%

1.0%

2.8%

2.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広報やパンフレット

インターネット（ホームページ、ブログ等）

子育て雑誌

テレビ、ラジオ

新聞

友人や知人

子育てサークルの仲間

小学校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

その他

無回答

75.7% 0.8% 18.2% 5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

暮らしたい
別の場所で暮らしてから、瑞穂町に戻ってきたい
別の場所で暮らしたい
無回答
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 ６３ 

 

Ⅱ 小学生保護者調査結果 

 

 

調査の概要 

 

１ 調査地域：瑞穂町全域 

２ 調査対象：瑞穂町内在住の小学生の児童を持つ保護者 

３ 対象者数：832 人 

４ 抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 

５ 調査方法：アンケート調査票による郵送配付、郵送回収 

６ 調査日程：平成 30 年 11 月 22 日から 12 月 15 日（3 週間） 

７ 調査内容：小学生児童の子育てに関する保護者ニーズ調査、設問項目２５問 

８ 回収結果：配付票数 832 票、回収票 395 票、回収率 47.5％ 

９ 集計結果：今回の調査結果は、小数点第 2 位を四捨五入し、構成比率（パーセント） 

       で小数点第 1 位までを表示しています。また、各設問の「Ｎ」は回答者数 

       を表しています。 
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１．子どもと家族の状況について 

 

問１ 子どもの状況 

（1）年齢 

年齢は、11 歳が最も高く 17.0％、10 歳は 16.7％、7 歳が 16.5％となっていま

す。 

    年齢 Ｎ=395 

 

（２）学年 

学年は、6 年生が 18.２％と最も高く、2 年生は 18.0％、4 年生、5 年生が 16.5％

となっています。 

学年 Ｎ＝395 

 
（３）子どもの人数 

子どもの人数は、２人が 47.5％と最も高く、１人は 31.1％となっています。 

子どもの人数 Ｎ＝395 

 

13.9%

17.0%

16.7%

14.9%

15.7%

16.5%

4.1%

1.2%

0% 10% 20%

12歳

11歳

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

未記入

18.2%

16.5%

16.5%

14.7%

18.0%

14.9%

1.2%

0% 10% 20%

6年生

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生

未記入

31.1%

47.5%

17.7%

2.3%

0.3%

0.3%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1人

2人

3人

4人

5人

6人

未記入
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問 2 調査票の回答者 

調査票の回答者は、「母親」が 87.0％、「父親」は 11.9%となっています。 

調査票の回答者 Ｎ＝395 

 
問 3 回答者の配偶者の有無 

回答者の配偶者の有無は、「配偶者がいる」が 82.3％、「配偶者はいない」は 17.2％

となっています。 
 

  回答者の配偶者の有無 Ｎ＝395 

 

問 4 家庭での子育てを主に行っている方 

家庭で子育てを主に行っている方は、「主に母親」が 50.9％、「父母ともに」は 44.3％

となっています。 

前回の調査結果と比較して「主に母親」が 3.5％増加しています。一方「父母ともに」

は 2.5％減少しています。 
  

  家庭内での子育てを主に行っている方 Ｎ＝395 

 

 

 

 

 

 

87.0% 11.9% 0.8%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親 父親 その他 無回答

82.3% 17.2% 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

44.3% 50.9% 2.2% 1.3%

0.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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問５ 住まいの学校区 

住まいの学校区は、「第一小学校区」が 26.3％と最も高く、次に、「第四小学校区」は

24.6％、「第三小学校区」が 19.2％、「第二小学校区」が 16.2％、「第五小学校区」は

12.9％となっています。 

      住まいの学校区 Ｎ＝395 

 
 

 

問 6 回答者の瑞穂町での通算居住年数 

通算居住年数は、「21 年以上」が 33.3％と最も高く、「11 年～15 年」は 26.1％、「6

年～10 年」が 19.5％となっています。  

 

回答者の瑞穂町での通算居住年数 Ｎ＝395 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

26.3%

16.2%

19.2%

24.6%

12.9%

0.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40%

第一小学校区

第二小学校区

第三小学校区

第四小学校区

第五小学校区

わからない

無回答

0.5%

6.6%

19.5%

26.1%

13.2%

33.3%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40%

１年未満

１年～５年

６年～10年

11年～15年

16年～20年

21年以上

無回答
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2．子どもの生活環境について 

 

問 7 子育てに大きく影響すると思われる場所（複数回答） 

子育てに大きく影響すると思われる場所は、「家庭」が 89.1％と最も高く、「小学校」

は 81.0％となっています。 
 

子育てに大きく影響すると思われる場所 Ｎ=395 

 

 
問 8 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人（複数回答） 

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人については、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる」が 49.1％、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」は

37.5%となっています。 

 

                 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人 Ｎ＝395 

 
 
 
 
 
 
 

89.1%

35.4%

81.0%

3.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭

地域

小学校

その他

無回答

37.5%

49.1%

3.5%

14.9%

14.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時、用事の際に祖父母等の親族にみてもらえる

日常的にみてもらえる友人・知人がいる

緊急時、用事の際にみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答
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【問 8 で「1」または「2」を選択した方にうかがいます】 

問 8-1 祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況（複数回答） 

祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況は、「祖父母等の親族が子育てに協力

してくれ、安心である」が 83.3％と最も高くなっています。その他の子どもをみてもら

っている状況は、それぞれ 20％以下の割合となっています。 

               祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況 Ｎ＝311 

 
 
【問 8 で「3」または「4」を選択した方にうかがいます】 

問 8-2 友人・知人に子どもをみてもらっている状況（複数回答） 

友人・知人に子どもをみてもらっている場合は、「友人・知人が子育てに協力してくれ、

安心である」が 58.3％と最も高くなっています。次に、「自分たち親の立場として、負担

をかけていることが心苦しい」は 29.2％となっています。 
 

                 友人・知人に子どもをみてもらっている状況 Ｎ＝24 

 

 

 

 

 

 

 

83.3%

18.3%

13.2%

19.0%

8.7%

3.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配

祖父母等の親族の時間的や精神的な負担が大きく心配

負担をかけていることが心苦しい

教育や発達にとってふさわしい環境であるか少し不安

その他

無回答

58.3%

0.0%

8.3%

29.2%

0.0%

8.3%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

友人・知人が子育てに協力してくれ、安心

友人・知人の身体的負担が大きく心配

友人・知人の時間的や精神的な負担が大きく心配

負担をかけていることが心苦しい

教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安

その他

無回答
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【全員の方にうかがいます】 

問 9 子育てに関して気軽に相談できる人・場所の有無（複数回答） 

子育てに関して気軽に相談できる人・場所は、「友人や知人」が 74.2％と最も高く、「配

偶者」は 67.6％、「子どもの祖父母等の親族」は 56.2％となっています。また、4.6％

の方は「相談する人はいない・場所はない」と回答しています。 

 

                 子育てに関して気軽に相談できる人・場所の有無 Ｎ＝395 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.6%

56.2%

74.2%

8.1%

27.8%

2.3%

1.3%

5.6%

0.8%

1.3%

1.0%

2.0%

3.5%

4.6%

3.8%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者

子どもの祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

学校の先生

幼稚園の先生

保育士

医師などの医療関係者

民生委員・児童委員

子育て支援施設（児童館等）

保健所・保健センター

子ども家庭支援センターひばり

教育相談室

相談する人はいない・場所はない

その他

無回答
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町では、子育ての保護者の子育てに伴う疲れ・不安・悩みなど、精神的に不安定な状況に陥

った時、親身になって関係機関と連携して専門の相談員により適切な指導、援助を行う子育

て相談事業を実施しています。子ども家庭支援センターや保健センター等の子育て相談につ

いてうかがいます。 

問 9-1 子ども家庭支援センターや保健センター等の子育て相談 

子ども家庭支援センターや保健センター等の子育て相談は、「子育て相談の事業は、知

っている」は 45.3%で、一方、「知らなかった」は 12.2％となっています。 

子育て相談利用に関しては、「すでに利用している」が 5.6％、「精神的に不安定な状況

に陥った時は、利用したい」が 17.2%となっています。一方、「子育て相談相手が身近に

いるために、利用しない」は 17.7%となっています。 

22.8％の方が子育て相談の利用意向を示しています。 

   

               子ども家庭支援センターや保健センター等の子育て相談 Ｎ＝395 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6%

45.3%

17.7%

17.2%

12.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

すでに利用している

子育て相談の事業は、知っている

子育て相談相手が身近にいるために、利用しない

精神的に不安定な状況に陥った時は、利用したい

知らなかった

無回答
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3．保護者の就労状況について 

 

問 10 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む） 

（1）保護者の就労状況 

母親の就労状況は、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中であ

る」が 47.8％と最も高くなっています。次に「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程

度の就労）で就労中である」は 30.7％となっています。 

父親の就労状況は、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中であ

る」が 95.1％と最も高く、一方、「以前は就労していたが、現在は就労していない」は

0.9％となっています。 

 

母親の就労状況 Ｎ＝395 

  計 構成比 

フルタイム（週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労中である 121 30.7% 

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 3 0.8% 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 189 47.8% 

パート・アルバイト等で就労しており産休・育休・介護休業中である 2 0.5% 

以前は就労していたが、現在は就労していない 57 14.4% 

これまで就労したことがない 12 3.0% 

無回答 11 2.8% 

総計 395 100.0% 

 

父親の就労状況 Ｎ＝325 

   計 構成比 

フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中である 309 95.1% 

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 1 0.3% 

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 4 1.2% 

パート・アルバイト等で就労しており育休・介護休業中である 0 0.0% 

以前は就労していたが、現在は就労していない 3 0.9% 

これまで就労したことがない 0 0.0% 

無回答 8 2.5% 

総計 325 100.0% 

 
 
 
 
 
 



 ７２ 

【①母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【②父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-1 ②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を

出る時間」及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況につ

いてお答えください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。 

（2）1 週あたりの就労日数 

母親の 1 週あたりの就労日数は、「5 日」が 48.3％と最も高く、「４日」が 27.6％と

なっています。 

父親の 1 週あたりの就労日数は、「5 日」が 60.8％と最も高く、「6 日」が 33.8％と

なっています。母親と比較して、「4 日以下」は 2.9％となっています。 

 

        母親の 1 週あたりの就労日数 Ｎ＝315 

 

         

父親の 1 週あたりの就労日数 Ｎ＝314 

 
 
 
 
 
 

0.3%

1.3%

14.9%

27.6%

48.3%

6.4%

0.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

1.0%

1.9%

60.8%

33.8%

2.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

3日

4日

5日

6日

7日

無回答
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（3）１日あたりの就労時間（残業時間含む） 

母親の１日あたりの就労時間は、「8 時間」が 22.9％と最も高く、「6 時間」17.8％、

「5 時間」16.8％となっています。 

父親の１日あたりの就労時間は、「10 時間」が 27.1％と最も高く、「8 時間」は 26.8％

となっています。母親と比較して長時間労働の傾向にあります。 

  

母親の１日あたりの就労時間 Ｎ＝315 

 
 

父親の１日あたりの就労時間 Ｎ＝314 

 

 

 

 

 

 

 

1.9%

9.5%

16.8%

17.8%

14.9%

22.9%

7.6%

6.0%

1.0%

0.3%

0.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40%

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

12時間

13時間

15時間

無回答

0.3%

0.6%

26.8%

15.6%

27.1%

6.4%

11.2%

4.1%

1.6%

1.6%

0.3%

0.3%

0.3%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40%

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間

14時間

15時間

17時間

20時間

22時間

無回答



 ７４ 

（4）家を出る時間 

母親の家を出る時間帯は、「8 時頃」が 42.2％、「9 時頃」は 36.6％となっています。 

父親の家を出る時間帯は、「7 時頃」が 33.2％、「8 時頃」は 31.5％となっています。

母親と比較して 1 時間ほど早く家を出る傾向にあります。 

 

       母親の家を出る時間 Ｎ＝315 

 
 

父親の家を出る時間 Ｎ＝314 

 
 
 

0.3%

0.3%

1.6%

5.7%

42.2%

36.6%

6.4%

1.6%

0.3%

1.0%

0.3%

0.6%

0.6%

0.3%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

4時頃

5時頃

6時頃

7時頃

8時頃

9時頃

10時頃

11時頃

12時頃

13時頃

14時頃

19時頃

22時頃

23時頃

無回答

0.3%

1.0%

1.3%

1.3%

12.1%

33.2%

31.5%

4.5%

1.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1時頃

3時頃

4時頃

5時頃

6時頃

7時頃

8時頃

9時頃

10時頃

11時頃

13時頃

15時頃

16時頃

17時頃

18時頃

19時頃

20時頃

無回答



 ７５ 

（5）帰宅時間 

母親の帰宅時間は、「18 時頃」が 21.0％と最も高く、次に「17 時頃」が 17.8％とな

っています。 

父親の帰宅時間は、「20 時頃」が 22.3％、「19 時頃」は 21.0％と集中した傾向にあ

ります。父親の帰宅時間は、母親の帰宅時間と比較して約 2 時間遅く帰宅している傾向が

見られます。 

      母親の帰宅時間 Ｎ＝315 

 

 

父親の帰宅時間 Ｎ＝314 

 
 
 
 
 

0.3%
0.3%
0.3%
0.3%
0.3%
0.3%

2.9%
7.0%

10.2%
16.5%

17.8%
21.0%

11.7%
6.7%

1.3%
0.3%
0.6%

2.2%

0% 10% 20% 30%

3時頃
6時頃
7時頃

10時頃
11時頃
12時頃
13時頃
14時頃
15時頃
16時頃
17時頃
18時頃
19時頃
20時頃
21時頃
23時頃
24時頃
無回答

0.3%

1.0%

0.6%

0.6%

1.0%

1.0%

5.7%

13.7%

21.0%

22.3%

13.7%

9.2%

3.5%

1.6%

4.8%

0% 10% 20% 30%

1時頃

7時頃

10時頃

11時頃

15時頃

16時頃

17時頃

18時頃

19時頃

20時頃

21時頃

22時頃

23時頃

24時頃

無回答



 ７６ 

【①母親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

【②父親の就労状況で「１」～「４」（就労している）を選択した方にうかがいます】 

①-2 ②-2 職場はどこにありますか。 

（6）職場 

母親の職場は、「町内」が 54.0％、「町外」は 45.0％となっています。 

父親の職場は、「町内」が 24.5％、「町外」は 74.9％と町外へ勤務している方が町内

に勤務している方より約 50％高くなっています。また、母親と比較して町外への勤務が 

約 30％上回っています。 

 

母親の職場 Ｎ＝315 

 

 

父親の職場 Ｎ＝314 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.0% 45.0% 1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外 無回答

24.5% 74.9%

0.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内 町外 わからない 無回答



 ７７ 

【問 10 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外での就労）」を選択した方にうかがいます。】 

問 11 フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はありますか。 

問 11 フルタイムへの転換希望 

母親の転換希望は、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続

けることを希望」が 52.3％と最も高く、次に、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間

程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 23.5％となっていま

す。転換より現状の就労形態の維持継続を希望している結果となっています。 

父親の転換希望は、「フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望

はあるが、実現できる見込みはない」が 50.0％となっています。  

 

母親の転換希望 Ｎ＝191 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の転換希望 Ｎ＝4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

50.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

7.9%

23.5%

52.3%

1.6%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答



 ７８ 

【問 10 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「５．以前は就労していたが、現在

は就労していない」「６．これまで就労したことがない」を選択した方にうかがいます。】問

12 就労したいという希望はありますか。 

問 12 就労希望 

（１）母親の就労希望 

母親の就労希望は、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 46.4％

と最も高く、就労より子育てへの専念を希望しています。次に、「すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい」が 20.3％となっています。   

母親の就労希望 Ｎ＝69 

 

（2）父親の就労希望 

父親の就労希望は、2 名が「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」、1

名が「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」となっています。Ｎ＝3（グラフ省略） 

 

（3）一番下の子どもが○○歳になったころ就労したいか（母親） 

就労する時の一番下の子どもの年齢は、「10 歳」「12 歳」がそれぞれ 25.0％となって

います。  

就労する時の一番下の子どもの年齢（母親） Ｎ＝8 

 
（４）希望する就労形態 

母親の希望する就労形態については、「パートタイム、アルバイト等（フルタイム）以

外」が１00.0％となっています。Ｎ＝23（グラフ省略） 

父親の希望する就労形態については、3 名の回答があり、「フルタイム（週 5 日程度・

1 日８時間程度の勤務）」が 1 名、無回答は 2 名となっています。Ｎ＝3（グラフ省略） 
 

46.4% 11.6% 20.3% 21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）
一番下の子どもが ○○ 歳になったころに就労したい
すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
無回答

25.0%

12.5%

25.0%

12.5%

12.5%

12.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳

11歳

12歳

13歳

16歳

20歳

無回答



 ７９ 

4．子どもの放課後の過ごし方 

 

お子さんは、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしてい 

ますか。それぞれ週及び月あたりの日数を数字でご記入ください。また、「学童保育クラブ」 

の場合には、利用している時間もご記入ください。必ず、24 時間制でご記入ください。な 

お、これらの事業には、利用料がかかる場合があります。 

問 13 放課後に過ごしている場所（複数回答） 

（1）放課後に過ごしている場所 

放課後に過ごしている場所は、「自宅」が 77.0％と最も高くなっています。次に、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」は 53.2％、「学童保育クラブ」は 20.8％

となっています。 

                  放課後に過ごしている場所 Ｎ＝395 

 

※学童保育クラブ・・・保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、 

子どもの生活の場を提供する事業です。 

 

（2）放課後過ごしている週・月あたりの利用日数 

1.「自宅」で過ごしている週あたりの利用日数は、「5 日」が 34.6％と最も高く、「3

日」が 15.8％、次に「2 日」が 13.5％となっています。 

自宅で過ごしている週あたりの利用日数 Ｎ=304 

 

77.0%

21.5%

53.2%

5.1%

22.3%

20.8%

0.0%

2.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童保育クラブ

ファミリー・サポート・センター会員宅

その他（幼稚園・保育所等）

無回答

9.5%

13.5%

15.8%

11.5%

34.6%

2.0%

9.5%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答



 ８０ 

2. 「祖父母宅や友人・知人宅」で過ごしている週あたりの利用日数は、「1 日」が 43.5％

と最も高く、「2 日」は 16.5％、「5 日」が 15.3％となっています。 

祖父母宅や友人・知人宅で過ごしている週あたりの利用日数 Ｎ=85 

 

3. 「習い事」で過ごしている週あたりの利用日数は、「2 日」が 31.9％と最も高く、

「1 日」は 27.2％、「3 日」は 18.1％となっています。 

習い事で過ごしている週あたりの利用日数 Ｎ=210 

 

4. 「児童館」で過ごしている週あたりの利用日数は、「1 日」が 65.0％と最も高く、 

「3 日」は 10.0％となっています。 

児童館で過ごしている週あたりの利用日数 Ｎ=20 

 

 

 

 

 

 

 

43.5%

16.5%

10.6%

12.9%

15.3%

1.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

7日

無回答

27.2%

31.9%

18.1%

15.2%

5.7%

0.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答

65.0%

5.0%

10.0%

5.0%

5.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答



 ８１ 

5. 「放課後子ども教室」で過ごしている月あたりの利用日数は、「1 日」が 56.8％と

最も高く、「2 日」は 27.2％となっています。 

放課後子ども教室で過ごしている月あたりの利用日数 Ｎ=88 

 

6. 「ファミリー・サポート・センター」については、回答がありませんでした。 

 

7. 「その他（幼稚園・保育所等）」で過ごしている週あたりの利用日数は「3 日」が

33.4％と最も高く、「4 日」「5 日」はそれぞれ 22.2％となっています。 

「その他（幼稚園・保育所等）」で過ごしている週あたりの利用日数 Ｎ=9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.8%

27.2%

8.0%

2.3%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

無回答

11.1%

11.1%

33.4%

22.2%

22.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答



 ８２ 

（3）学童保育クラブの週あたりの利用日数 

学童保育クラブの週あたりの利用日数は、「5 日」が 43.9％と最も高くなっています。

次に、「4 日」は 26.9％となっています。  
 

学童保育クラブの週あたりの利用日数 Ｎ=82 

 
 

（4）学童保育クラブの利用時間帯 

下校時からの学童保育クラブの利用時間帯は、「1７時まで」の 37.8％と「1６時まで」

の 29.3％に集中した傾向にあります。  

学童保育クラブの下校時間帯 Ｎ=82 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.4%

2.4%

17.1%

26.9%

43.9%

7.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答

29.3%

37.8%

14.6%

1.2%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

無回答



 ８３ 

【問 13 で「6」（学童保育クラブ）を選択した方にうかがいます。】 

問 14 学童保育クラブを利用している主な理由 

学童保育クラブを利用している主な理由は、「保護者が現在就労しているため」が

98.8％となっています。  

                    学童保育クラブを利用されている主な理由 Ｎ=82 

 

問 14-1 学童保育クラブに対する要望（複数回答） 

学童保育クラブへの要望は、「指導内容を工夫してほしい」が 40.2％と最も高くなって

います。次に、「現在のままでよい」は 32.9％となっています。  

            学童保育クラブに対する要望 Ｎ=82 

 
 
問 14-2 学童保育クラブで実施している事業の利用状況、今後の利用意向 

（1） 現在の延長保育の利用状況 

現在の延長保育の利用状況は、「利用している」が 13.4％、「利用していない」は

86.6％となっています。 

現在の延長保育の利用状況 Ｎ=82 

 

 

98.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者が現在就労しているため

保護者が就労予定/求職中であるため

保護者が家族・親族などを介護しているため

保護者に病気や障がいがあるため

保護者が学生であるため

その他

無回答

18.3%

20.7%

25.6%

40.2%

12.2%

32.9%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

定員を増やしてほしい

保育時間を拡充してほしい

施設・設備を改善してほしい

指導内容を工夫してほしい

その他

現在のままでよい

無回答

13.4% 86.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している 利用していない



 ８４ 

 

（2） 今後の延長保育の利用意向 

今後の延長保育の利用意向は、「利用したい」が 23.2％、「利用しない」は 76.8％

となっています。  

今後の延長保育の利用意向 Ｎ=82 

 
 

（3） 平成 30 年度に実施した期間限定入所（サマー学童）の利用状況 

今後、期間限定入所（サマー学童）を「利用した」が 19.5％、「利用しなかった」は

78.1％となっています。 
 

平成 30 年度に実施した期間限定入所（サマー学童）の利用状況 Ｎ=82 

 
 

（4） 今後の期間限定入所（サマー学童）の利用意向 

今後の期間限定入所（サマー学童）の利用意向は、「利用したい」が 74.4％、「利用

しない」は 24.4％となっています。 
 

今後の期間限定入所（サマー学童）の利用意向 Ｎ=82 

 

 
 
 
 
 
 

23.2% 76.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用しない

19.5% 78.1% 2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用した 利用しなかった 無回答

74.4% 24.4% 1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用しない 無回答



 ８５ 

【問 13 で「6」（学童保育クラブ）を選択しなかった方にうかがいます。】 

問 15 学童保育クラブを利用していない理由 

学童保育クラブを利用していない理由は、「保護者が就労しているが、放課後の短時間

ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから」が 20.4％、次に、「保護者が現在就労して

いないから」は 16.0％、「その他」が 24.3％となっています。 

 

学童保育クラブを利用していない理由  Ｎ=313 

  計 構成比 

保護者が現在就労していないから 50 16.0% 

保護者が就労しているが、学童保育クラブを知らなかったから 0 0.0% 

保護者が就労しているが、近くに学童保育クラブがないから 6 1.9% 

保護者が就労しているが、学童保育クラブに空きがないから 4 1.3% 

保護者が就労しているが、学童保育クラブの開所時間が短いから 3 1.0% 

保護者が就労しているが、利用料がかかるから 7 2.2% 

保護者が就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 21 6.7% 

保護者が就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 64 20.4% 

保護者が就労しているが、他の施設に預けているから 2 0.6% 

その他 76 24.3% 

無回答 80 25.6% 

総計 313 100.0% 
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今後、学童保育クラブを利用したいと思いますか。利用したいを選択した場合は、１日あたりの

利用時間（何時から何時まで）をお答えください。必ず、時間は２４時間制でご記入ください。 
問 15-1 今後の学童保育クラブの利用希望 

今後の学童保育クラブの利用希望については、「利用したい」が 9.6％、「今後も利用し

ない」は 70.9％となっています。 
 

今後の学童保育クラブの利用希望 Ｎ=313 

 

（1）平日の利用希望日数・時間 

 1. 1 週あたりの利用希望日数 

1 週あたりの利用希望日数は、「5 日」が 40.0％と最も高く、「4 日」は 26.7％とな

っています。 

1 週あたりの利用希望日数 Ｎ=30 

 
 2. 1 日あたりの利用希望時間 

1 日あたりの利用希望時間は、「2 時間」、「3 時間」がそれぞれ 23.4％となっています。

次に、「4 時間」は 16.7％となっています。 
 

1 日あたりの利用希望時間 Ｎ=30 

 

 

 

9.6% 70.9% 19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 今後も利用しない 無回答

3.3%

20.0%

26.7%

40.0%

6.7%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２日

３日

４日

５日

６日

無回答

3.3%
23.4%
23.4%

16.7%
3.3%
3.3%

10.0%
3.3%
3.3%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間
無回答
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3. 利用希望開始時間 

利用希望開始時間は、「15 時から」が 43.4％と最も高くなっています。 

利用希望開始時間 Ｎ=30 

 

4. 利用希望終了時間 

利用希望終了時間は、「17 時まで」が 36.7％となっています。  

利用希望終了時間 Ｎ=30 

 
 

（2）土曜日の利用希望時間 

   回答者は 30 名で、グラフは省略します。 

 1. 1 日あたりの利用希望時間  

1 日あたりの利用希望時間は、「8 時間」、「9 時間」、「10 時間」がそれぞれ 2 名、「7

時間」、「11 時間」、「12 時間」、「13 時間」はそれぞれ 1 名となっています。20 名の方

が無回答となっています。 

2. 利用希望開始時間 

利用希望開始時間は、「9 時」が 6 名、「8 時」は 3 名、「7 時」は 1 名となっています。

20 名の方が無回答となっています。 

3. 利用希望終了時間 

利用希望終了時間は、「17 時」、「18 時」それぞれ 3 名、「19 時」は 2 名となってい

ます。「16 時」、「20 時」それぞれ 1 名となっています。20 名の方が無回答となってい

ます。 

 

 

6.7%

10.0%

3.3%

10.0%

10.0%

43.4%

3.3%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

８時から

９時から

11時から

13時から

14時から

15時から

16時から

無回答

3.3%

13.3%

36.7%

16.7%

6.7%

10.0%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

13時まで

16時まで

17時まで

18時まで

19時まで

20時まで

無回答
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（3）日曜日の利用希望時間 

   回答者は 30 名で、グラフは省略します。 

1. 1 日あたりの利用希望時間 

1 日あたりの利用希望時間は、「10 時間」が 2 名、「8 時間」、「9 時間」、「12 時間」

はそれぞれ 1 名となっています。25 名の方が無回答となっています。 

2. 利用希望開始時間 

利用希望開始時間は、「9 時」が 3 名、「8 時」は 2 名となっています。25 名の方が無

回答となっています。 

3. 利用希望終了時間 

利用希望終了時間は、「17 時」が 2 名、「18 時」、「19 時」、「20 時」はそれぞれ 1

名となっています。25 名の方が無回答となっています。  

 

 

【問 15-1 で「利用したい」を選択した方にうかがいます。】  

問 15-2 学童保育クラブを利用したい理由 

学童保育クラブを利用したい理由は、「保護者が現在就労しているため」が 80.0％と最

も高くなっています。 

 

学童保育クラブを利用したい理由 Ｎ=30 

  計 構成比 

保護者が現在就労しているため 24 80.0% 

保護者が就労予定/求職中であるため 0 0.0% 

保護者がそのうち就労したいと考えているため 1 3.3% 

保護者が家族・親族などの介護をしなければならないため 0 0.0% 

保護者に病気や障がいがあるため 0 0.0% 

保護者が学生である/就学したいため 0 0.0% 

保護者が就労していないが、子どもの教育のため 0 0.0% 

その他 2 6.7% 

無回答 3 10.0% 

総計 30 100.0% 
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【全員の方にうかがいます。】放課後の過ごし方のひとつとして「放課後子ども教室」を利用

したことはありますか。 

問 16 「放課後子ども教室」の利用 

「放課後子ども教室」の利用は、「利用したことがある」が 75.7％と最も高くなってい

ます。次に、「利用したことはない」は 19.2％、「放課後子ども教室を知らなかった」は

4.1％となっています。  

放課後子ども教室の利用 Ｎ=395 

 
 
問 17 今後の「放課後子ども教室」の利用希望 

今後の「放課後子ども教室」の利用希望は、「利用したい」が 64.8％、一方、「利用

しない」は 33.４％となっています。 

今後の「放課後子ども教室」の利用希望 Ｎ=395 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

75.7%

19.2%

4.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したことはない

放課後子ども教室を知らなかった

無回答

64.8% 33.4% 1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用しない 無回答
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5．子どもの病気の際の対応について 

 

問 18 病気やケガで学校を休んだことがあるか 

この１年間に、子どもが病気やケガにより学校を休んだことは、「あった」が 61.8％と

なっています。一方、「なかった」は 37.2％となっています。 
 

病気やケガにより学校を休んだことがあるか Ｎ＝395 

 
 

【問 18 で「あった」を選択した方にうかがいます】 

問 18-1 対処方法（複数回答） 

病気やケガにより学校を休んだことへの対処方法では、「母親が休んだ」が 66.0％と最

も高く、次に、「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」は 18.9％とな

っています。  

 

対処方法 Ｎ＝244 

  計 構成比 

父親が休んだ 20 8.2% 

母親が休んだ 161 66.0% 

父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 46 18.9% 

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 39 16.0% 

ベビーシッター等を利用した 0 0.0% 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 16 6.6% 

その他 9 3.7% 

無回答 3 1.2% 

 
 
 
 

 

 

 

61.8% 37.2% 1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答
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（１）対処日数（複数回答） 

    対処日数は、「1 日」が 34.0％と最も高く、「2 日」は 24.6％、「3 日」は 18.4％

となっています。 

 

       対処日数 Ｎ＝244 

 

 

【問 18-1 で「4」から「7」を選択した方にうかがいます。】 

問 18-2 仕事を休んで子どもをみたかった日数 

子どもが病気やけがにより学校を休んだ際に、仕事を休んで子どもをみたかった日数は、

「１日」が 29.7％と最も高く、次に、「２日」は 17.2％となっています。  

 

   仕事を休んで子どもをみたかった日数 Ｎ＝64 

 

 

 

 

 

 

34.0%

24.6%

18.4%

4.5%

11.1%

2.0%

4.5%

2.0%

0.8%

0.4%

0.4%

1.2%

0.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

10日

12日

14日

15日

20日

25日以上

無回答

29.7%

17.2%

9.4%

3.1%

1.6%

3.1%

35.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１日

２日

３日

５日

７日

１０日

無回答
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問 18-3 休むことができなかった理由 

休むことができなかった理由は、「仕事が忙しくて休めない」が 29.7％、「自分の業務

を代替してくれる組織体制になっていないため休めない」は 21.9％となっています。  

 

休むことができなかった理由 Ｎ＝64 

  計 構成比 

仕事が忙しくて休めない 19 29.7% 

子どもの看護を理由に休めない 2 3.1% 

自営業なので休めない 0 0.0% 

休暇日数が足りないので休めない 2 3.1% 

有給休暇の取得しにくい職場の雰囲気があるため休めない 4 6.3% 

自分の業務を代替してくれる組織体制になっていないため休めない 14 21.9% 

その他 13 20.3% 

無回答 10 15.6% 

総計 64 100.0% 
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6．子どもの宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

問19 保護者の用事による子どもの泊りがけの対処について 

保護者の用事による子どもの泊りがけの対処については、「あった」が 10.9％、「なか

った」は 86.8％となっています。  
 

保護者の用事による子どもの泊がけの対処 Ｎ＝395 

 

○（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数  

親族・知人にみてもらった日数は、「１日」が 26.6％、「2 日」「３日」はそれぞれ

17.7％となっています。 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数 Ｎ＝34 

 
 
問 19-1 親族・知人に頼みやすかったか 

親族・知人にみてもらった時の頼みやすさ等については、「頼みやすかった」が 61.7%

と最も高くなっています。一方、「どちらかというと頼みにくかった」は 32.4%、「大変

頼みにくかった」は 5.9％となっています。38.3％の方が依頼の困難さを感じています。 

親族・知人に頼みやすかったか Ｎ＝34 

 

10.9% 86.8% 2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

26.6%

17.7%

17.7%

8.8%

8.8%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

5.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

10日

25日以上

無回答

61.7% 32.4% 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼みやすかった どちらかというと頼みにくかった 大変頼みにくかった
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7．子育て全般について 

 
問 20 子育ての中で一番気になっていること、悩んでいること（複数回答） 

子育ての中で一番気になっていること、悩んでいることは、「勉強・学習に関すること」

が 67.3％と最も高く、「友達との付き合いに関すること」は 60.8％、「子どもの安全に

関すること」が 43.5％、「生活と発達に関すること」は 30.1％となっています。  
 

               子育ての中で一番気になっていること、悩んでいること Ｎ＝395 

 

 
 
問 21 瑞穂町における子育て環境や支援への満足度 

子育て環境や支援への満足度は、「まあまあ満足」が 51.6%と最も高く、「満足」は 5.6％

となっています。一方、「やや不満」は 29.1％、「不満」は 10.9％となっています。 
 

瑞穂町における子育て環境や支援への満足度 Ｎ＝395 

 

30.1%

60.8%

67.3%

20.8%

12.2%

43.5%

18.5%

13.2%

10.1%

26.6%

2.8%

6.8%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活と発達に関すること

友達との付き合いに関すること

勉強・学習に関すること

小学校に関すること

新しい環境への順応に関すること

子どもの安全に関すること

習い事に関すること

子どもと親との関係

親同士の関係

金銭面に関すること

その他

特にない

無回答

5.6% 51.6% 29.1% 10.9% 2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 まあまあ満足 やや不満 不満 無回答
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問 22 瑞穂町に対する子育て支援の要望（複数回答） 

瑞穂町に対する子育て支援の要望は、「教育にかかる利用料を軽減してほしい」が

48.9％と最も高くなっています。次に、「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整

備してほしい」は 42.3％となっています。また、「子どもが楽しめるイベント等の機会を

増やしてほしい」が 29.1％、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設がほしい」

は 29.4％となっています。 

 

瑞穂町に対する子育て支援の要望 Ｎ＝395 

  計 構成比 

児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設がほしい 116 29.4% 

子どもが楽しめるイベント等の機会を増やしてほしい 115 29.1% 

教育にかかる利用料を軽減してほしい 193 48.9% 

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 167 42.3% 

町営や都営住宅への多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住居面の配慮がほしい 23 5.8% 

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 56 14.2% 

子育てについて学べる機会を作ってほしい 26 6.6% 

悩みを打ち明けられる場所を増やしてほしい 22 5.6% 

子どもや保護者等が利用しやすい「子ども食堂」の拡充や活動支援してほしい  71 18.0% 

その他 58 14.7% 

無回答 31 7.8% 

 
問 23 子育てに必要な情報の入手方法（複数回答） 

子育てに必要な情報の入手方法については、「広報やパンフレット」が 59.2％と最も高

くなっています。次に、「友人や知人」は 57.2％、「インターネット（ホームページ、ブ

ログ、ツィッター・フェイスブック等）」は 46.3%、「小学校」は 43.0％となっています。 

  

子育てに必要な情報の入手方法 Ｎ＝395 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

59.2%

46.3%

4.8%

18.5%

5.8%

57.2%

0.5%

43.0%

0.8%

1.8%

1.5%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広報やパンフレット

インターネット（ホームページ、ブログ等）

子育て雑誌

テレビ、ラジオ

新聞

友人や知人

子育てサークルの仲間

小学校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

その他

無回答
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問 24 これからも瑞穂町で暮らしたいか 

「これからも瑞穂町で暮らしたいですか」への回答は、「暮らしたい」が 73.6％と最も

高くなっています。次に、「別の場所で暮らしたい」が 19.0％、「別の場所で暮らしてか

ら、瑞穂町に戻ってきたい」は 1.3％となっています。 

 
 

    これからも瑞穂町で暮らしたいか Ｎ＝395 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

73.6% 1.3% 19.0% 6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

暮らしたい

別の場所で暮らしてから、瑞穂町に戻ってきたい

別の場所で暮らしたい

無回答



 

瑞穂町子ども・子育てニーズ調査結果報告（自由回答意見の概要） 

 

Ⅰ.未就学児保護者の意見・要望等（記載件数が多い順） 

 1.幼児が遊べる遊具のある公園の整備 

    ・公園の新設 

・遊具の更新 

・トイレの清掃 

・外遊びできる公園等 

 2.医療機関の拡充 

    ・新たな診療科目に対応した医院の開設 

・病後児施設の新設 

・産院の新設等 

 3.児童館に関する要望・評価 

    ・児童館利用の不便さ解消のための新設 

・児童館事業への高評価等 

 4.幼稚園・保育園の拡充等 

   ・園の増設 

・保育園の預かり時間の延長 

・保育料への不満 

5.学童クラブの充実 

   ・新たな学童の開設 

・開所時間の繰り上げ（夏休み・冬休み）等 

 6.福祉バスの運行路線延長 

   

Ⅱ.小学生保護者の意見・要望等（記載件数が多い順） 

 1.子ども達への安全確保 

   ・通学路 

・自転車利用 

・不審者情報への対応 

・パトロール 

・防犯カメラ設置等 

 2.小学校教育について 

   ・学力低下への心配事 

・基礎学力のレベルアップ等 

 3.学童クラブ内容の充実 

   ・施設の拡充 

・時間延長 

・長期休み時期の対応拡大等 



 

 4.医療について 

・医療診察科目の開設 

・医療費助成の拡充 

 5.母子家庭の支援拡充 

   ・子ども教育費支給 

・給食費助成 

・支給枠の拡大等 

 6.子どものスマホ使用に対するアドバイス方法について 

 

 

 

裏白 

 
 



 

  

 

 
 

～ニーズ調査ご協力のお願い ～ 
（未就学児保護者用） 

 
 皆様には、日頃より瑞穂町の子育て支援施策にご理解とご協力をいただき、誠にありが 

とうございます。 

 瑞穂町では、現在、「瑞穂町子ども・子育て支援事業計画」（平成27年度～平成31年 

度）に基づき、子育て支援策を推進しているところです。 

 ニーズ調査は、平成32年度（2020年度）から始まる（仮称）瑞穂町第2期子ども・子 

育て支援事業計画の中で、確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を瑞 

穂町が算出するため、町民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」 

や「今後の利用希望」を把握するために行うものです。 

また、本調査は、未就学児のお子さんのいる家庭全世帯に送付させていただき、宛て名 

のお子さんの保護者の方にご協力をお願いするものです。 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具 

体的な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更していた 

だいても構いません。 

ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお 

願い申し上げます。 

平成30年11月 

瑞穂町長 杉浦 裕之 

        期限：12月15日（土）までにご投函願います。 

 

【いただいた回答は地域の子育て支援の充実に活かされます】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答いただいたニーズ調査の結果を基に、子育て施策等の5年分の計画を立てます。 

子育て家庭 

瑞穂町 

瑞穂町子ども・子育て 

会議等 

（仮称）第2期瑞穂町子ども・子育て支援事業計画 

このニーズ調査で、瑞穂町の子育て

支援の現在の利用状況・利用希望を

把握します。 

施設整備・子育て施策 

瑞穂町の子ども・子育て支援のために 

あなたの声をお聞かせください 



 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て支援新制度の考え方（参考） 

 

◎ 子ども・子育て支援制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応

して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで

きる社会を実現することを目的としています。 

◎ 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安定

や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の獲得、学童期

における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性ある存在として認めら

れるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ども・子育て支援新制度は、

社会全体の責任として、そのような環境を整備することを目指しています。 

◎ 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての第一義

的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすことや、子育ての

権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じ

て、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援

し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指していま

す。 

 

 

 

■ご記入にあたってのお願い 
 

◇封筒の宛て名のお子さんについて、保護者の方がご回答ください。 

◇回答は、選択肢の番号を○で囲むか、回答欄にご記入ください。 

◇回答は「○は１つ」「あてはまるものすべてに○」等の指示に合わせてご記入ください。 

◇ご記入後は、三つ折りにし同封の返信用封筒（切手不要）に入れていただき、ご投函ください。 

投函期限：１２月１５日（土）まで 

◇本調査は、未就学児のお子さんのいる家庭全世帯に送付させていただいています。 

調査は無記名で行い、調査結果は統計的に処理するとともに、調査目的以外には利用し

ません。 

◆本調査についてのお問合せは次のところまでお願いします。 

瑞穂町 福祉部 子育て応援課 子育て支援係 

ＴＥＬ（０４２）５５７－７６２４（直通） 

 
 

【瑞穂町 子育てほっと ブック】 
瑞穂町では、ふれあい・ささえあい・やさしさのあるまち みずほ  

～すべての人を包み込む福祉社会をめざして～ の子育てほっとブック 

を作成しています。子育てに係る支援やサービスを網羅し、わかりやすく 

解説した冊子で、窓口に置いてあります。 

※町のホームページの「子育て・教育」ボタンからもご覧いただけます。 



 

 
 

              

 

 

 

問１ お子さんの生年月をご記入ください。またお子さんは全部で何人ですか。   

（数字は一枠に一字） 

平成       年       月生まれ 

子どもの数 ○○ 人 

  

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（○は１つ） 

 

１．母親          ２．父親           3．その他（       ） 

 

問３ この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（○は１つ） 

 

１．配偶者がいる              ２．配偶者はいない 

 

問４ お子さんの家庭での子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんか 

らみた関係でお答えください。（○は１つ） 

 

１．父母ともに       ２．主に母親         ３．主に父親 

４．主に祖父母       ５．その他（                   ） 

 

問５ お住まいの学校区はどちらですか。（○は１つ） 

 

１．第一小学校区 

（西砂町、表東町、表上町、上仲町、旭町（ただし、石畑 2255 番地から東の地区を除く。）、東一丁目、 

西一丁目、二丁目、東三丁目、中三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、七丁目、八丁目、九丁目の区域） 

2．第二小学校区 

（長岡町、東長岡町、春日町、愛宕町、水保町、西三丁目（ただし、箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び 

西南の地区を除く。）の区域） 

３．第三小学校区 

（二本木町、駒形町、高根町、富士山町、栗原町、松山町の区域） 

４．第四小学校区 

（西三丁目のうち箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区、松原町、南平町、旭が丘、さかえ町、 

富士見町の区域） 

５．第五小学校区 

（安住町、表町、仲町、中芝町、東砂町、丸町、神明町の区域、旭町のうち石畑 2255 番地から東の地区） 

６．わからない 

 

問６ この調査にご回答いただいている方は、瑞穂町に通算で何年お住まいですか。（○は１つ） 

１．１年未満 ２．１年～５年 

３．６年～10 年 ４．11 年～15 年 

５．16 年～20 年 ６．21 年以上 

  お子さんとご家族の状況についてうかがいます １ 
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問７ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。 

（○は１つ） 

①母親の就労状況 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中である 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

【① 母親の就労状況で「１．～４．就労している」を選択した方にうかがいます】 

①-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」

及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくだ

さい。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１週あたり      日   １日あたり（残業含む）       時間 

家を出る時間       時           分頃   帰宅時間       時           分頃 

 

①-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

 

１．町内           ２．町外（       ）  ３．わからない 

 

②父親の就労状況 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中である 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

 

 

  お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます ２ 

⇒①-1 へ 

⇒②-１へ 

⇒問 9 へ 

⇒②、または問 9 へ 

2 



 

 

 

 

【②父親の就労状況で「１．～４．就労している」を選択した方にうかがいます】 

②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」

及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくだ

さい。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１週あたり      日   １日あたり（残業含む）       時間 

家を出る時間       時           分頃   帰宅時間       時           分頃 

 

②-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

 

１．町内          ２．町外（       ）  ３．わからない 

 

【問７の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「３．または４．パート・アルバイト等（「フルタイム」

以外での就労）」を選択した方にうかがいます。】     該当しない方 ⇒問 10 へ 

 

問８ フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はありますか。（○は１つ） 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

 

 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込 

みがある 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見

込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

 
 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込 

みがある 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見 

込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 
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【問 7 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「５．以前は就労していたが、現在は就労して

いない」「６．これまで就労したことがない」を選択した方にうかがいます。】  

該当しない方 ⇒問 10 へ 

問９ 就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号・記号に○は１つ。また数字は一枠

に一字） 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 

 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務） 

          ２．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

              ⇒１週あたり    日  １日あたり       時間 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

希望する就労形態 

 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務） 

 ２．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

      ⇒１週あたり     日  １日あたり        時間 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

 

⇒ 
希望する 
就労形態へ 

⇒ 
希望する 
就労形態へ 

 

 

⇒ ②、または問 10 へ 

⇒ 問 10 へ 
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問10 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、 

父親それぞれについて、お答えください。（○は１つ） 
 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 
 

１．働いていなかった ⇒問 11 へ    ２．取得した（取得中である）⇒問 10-2 へ 

３．取得していない  ⇒問 10-1 へ 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．働いていなかった ⇒問 11 へ    ２．取得した（取得中である）⇒問 10-2 へ 

３．取得していない  ⇒問 10-1 へ 
 

【問 10 の①②のいずれかで「３．取得していない」を選択した方にうかがいます】 

問 10-1 取得していない理由を下の番号から、お答えください。（○は５つまで） 
 
1. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった   
2. 仕事が忙しかった 
3. （産休後）に仕事に早く復帰したかった 
4. 仕事に戻るのが難しそうだった 
5. 昇給・昇格などが遅れそうだった 
6. 収入減となり、経済的に苦しくなる 
7. 保育園などに預けることができた 
8. 配偶者が育児休業制度を利用した 
9. 配偶者が無職、養父母の親族にみてもらった等、制度を利用するひつようがなかった 

10. 子育てや家事に専念するため退職した 
11. 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 
12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 
13. 育児休業を取得できることを知らなかった 
14. 産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した 
15. その他（                              ） 

 

【問 10 の①②のいずれかで「２．取得した（取得中である）」を選択した方にうかがいます】 

問 10-2 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（○は１つ） 

 ①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒問 10-3 へ 
２．現在も育児休業中である ⇒問 11 へ 
３．育児休業中に離職した ⇒問 11 へ 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒問 10-3 へ 
２．現在も育児休業中である ⇒問 11 へ 
３．育児休業中に離職した ⇒問 11 へ 

 

【問 10-2 の①②のいずれかで「１．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかがいます】 

問 10-3 育児休業からは、実際にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お 

勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで希望していましたか。（数字 

は一枠に一字） 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

実 際    歳       か月     希 望    歳       か月 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

実 際    歳       か月     希 望    歳       か月 

  育児休業についてうかがいます ３ 

5 



 

 

 

 

 

 

問 11 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業を利用されていますか。 

（○は１つ） 
 

１．利用している  ⇒問 11-1 へ      ２．利用していない  ⇒問 13 へ 
 
【問 11 で「１．利用している」を選択した方にうかがいます】 
 

問 11-1 お子さんは教育・保育施設に何歳から通っていますか。（○は１つ） 
 

１．６か月未満               ２．６か月以上１歳未満 

３．１歳                  ４．２歳 

５．３歳                  ６．４歳 

７．５歳以上                ８．その他（            ） 
 
問 11-2 お子さんは、平日どのような教育・保育施設を利用していますか。（あてはまるものす 

べてに○） 
 

１．幼稚園                 ２．幼稚園の預かり保育 

３．認可保育所               ４．認定こども園 

５．小規模な保育施設            ６．事業所内保育施設 

７．東京都認証保育所            ８．その他認可外保育施設 

9．ファミリー・サポート・センター     10．その他（           ） 
 

問 11-3 定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。また、 

希望としてはどのくらい利用したいですか。問 11-２で○をつけた施設について、１週 

あたりの「利用日数」、１日あたりの「利用時間（何時から何時まで）」をそれぞれお答え 

ください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 
 

【現 在】（問 11-2 で選択した施設「１」から「12」までの番号を（ ）内に数字で記入してく 

ださい） 
 
 

（  ）１週あたり ○   日 １日あたり ○   ○   時間 ○   ○   時から ○   ○   時まで 

（  ）１週あたり ○   日  １日あたり ○   ○   時間  ○   ○   時から ○   ○   時まで 

（  ）１週あたり ○   日 １日あたり ○   ○   時間 ○   ○   時から ○   ○   時まで 

 

【希 望】（問 11-2 で選択した施設「１」から「12」までの番号を（ ）内に数字で記入してく 

ださい） 

 

 

 

（  ）１週あたり ○   日 １日あたり ○   ○   時間 ○   ○   時から ○   ○   時まで 

（  ）１週あたり ○   日 １日あたり ○   ○   時間 ○   ○   時から ○   ○   時まで 

（  ）１週あたり ○   日 １日あたり ○   ○   時間 ○   ○   時から ○   ○   時まで 

  お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況及び希望についてうかがいます ４ 
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問 11-４ 定期的に利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（○は１つ） 

 

１．町内                     ２．町外（       ）   ３．わからない 

 

問 11-5 平日に定期的に教育・保育事業を利用されている主な理由は何ですか。（○は１つ） 

 

１．子どもの教育や発達のため                ２．保護者が現在就労しているため 

３．保護者が就労予定である/求職中であるため ４．保護者が家族・親族などを介護しているため 

５．保護者に病気や障がいがあるため          ６．保護者が学生であるため 

７．その他（              ） 

 

【問 11-2 で「1．幼稚園」「2．幼稚園の預かり保育」を選択した方にうかがいます。】  

該当しない方 ⇒問 14 へ 

問 12 お子さんは幼稚園に通う前に、他の保育施設を利用していましたか。（○は１つ） 
 

１．利用していた  ⇒問 12-1 へ          ２．利用していなかった  ⇒問 14 へ 

 

問12-１ お子さんは、どのような保育施設を利用していましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．認可保育所                              ２．認定こども園 

３．小規模な保育施設                        ４．家庭的保育 

５．事業所内保育施設                        ６．東京都認証保育所 

７．居宅訪問型保育                          ８．ファミリー・サポート・センター 

９．その他（              ） 

 

【問 11 で「2．利用していない」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方 ⇒問 14 へ 

問 13 平日に定期的に教育・保育事業を利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべ

てに○。また数字は一枠に一字） 

 

１．利用する必要がない                      ２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている    ４．利用したいが、教育・保育の空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用で   ６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件 

きない                                     が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得で   ８．子どもがまだ小さいため（ ○○ 歳くらい 

きる事業がない                              になったら利用しようと考えている） 

９．その他（               ） 
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問 13-1 すべての方にうかがいます。現在、お子さんの平日の教育・保育事業として、定期的に

利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるものすべての番号に○印して

ください） 

 

 事業名 事業施設名 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 如意輪幼稚園 

福正寺松濤幼稚園 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業） 

如意輪幼稚園 

福正寺松濤幼稚園 

３．認可保育所（国が定める基準に適合した施設） 石畑保育園、むさしの保育園 

東松原保育園、狭山保育園、 

長岡保育園、みずほひじり保育園 

とのがや保育園 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

瑞穂のぞみこども園 

南平保育園 

５．小規模な保育施設 

（基準に適合した施設で、概ね 6～19 人） 

ゆめのもり保育園 

６．家庭的保育 

（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 
現在瑞穂町にはありません 

７．事業所内保育施設（主に従業員用の施設） 事業所によりさまざまです 

８．東京都認証保育所（東京都が認証した施設） 南平保育園 

ぴよぴよハウス、瑞穂すみれ保育園 

９．その他認可外保育施設 現在瑞穂町にはありません 

10．居宅訪問型保育 

（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 
現在瑞穂町にはありません 

11．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

子ども家庭支援センター「ひばり」 

ファミリー・サポート・センター 

12．その他（                                     ） 

13．特にない  

 

 

問 13-2 問 13-1 で「1．幼稚園」「2．幼稚園の預かり保育」に〇をつけ、かつ 3～12 にも○

をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（預かり保育をあわせて利用る場合も含む）の

利用を強く希望しますか。あてはまる番号に〇をつけてください。 

      

1. はい        2. いいえ 
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【問 13-1 で「1 から１２」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方 ⇒問 14 へ 

 

問 13-3 教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（○は１つ） 

 

１．町内  ⇒問 13-4 へ          ２．町外  

 

【問 13-3 で「1．町内」を選択した方にうかがいます】 

 

問 13-４ 利用する教育・保育事業を選ぶ際に、重視するのはどのようなことですか。（○は１つ） 

 

１．自宅の近く（徒歩または自転車で送迎可能な場所） ２．駅の近く 

３．職場の近く                 ４．自動車で送迎可能な場所 

５．兄弟姉妹が通っている            ６．施設・整備が清潔で整っている 

７．地域の評判がよい               ８．園長・職員スタッフ等の対応や園の 

                            印象がよい 

９．その他（                  ） 

 

問 13-5 2019 年 10 月から 3 歳～5 歳児を対象に幼児教育・保育の無償化を段階的に実施す

ることが検討されていますが、無償化が実施された場合、お子さんの平日の教育・保育事業

の利用についてどのように考えますか。（○は１つ） 

 
 

１．無償化に関わらず幼稚園を利用したい。 

２．無償化に関わらず保育園を利用したい。 

３．無償化されるなら幼稚園を利用したい。 

４．無償化されるなら保育園を利用したい。 

５．無償化に関わらず利用するつもりはない。 

 

 

 

 

 

9

 



 

 

 

 

 

 

問 14 あなたは、お子さんを預けるため、この１年間で保育所探しを行いましたか。（○は１つ） 
 

１．探した・探している ⇒問 14-1 へ   2．保育所探しはしていない ⇒問 16 へ 

３．既に幼稚園または保育所を定期的に利用しているため探していない ⇒問 17 へ 

 

【問 14 で「１．探した・探している」を選択した方にうかがいます】 

問 14-1 保育所探しの結果、どのようになりましたか。（○は１つ） 
 

１．認可保育所に入園した                   ２．幼稚園に入園した 

３．認定こども園に入園した                 ４．事業所内保育施設に入園した 

 ５．東京都認証保育所に入園した             ６．どこにも入れず、現在も探している 

 ７．保育の利用はあきらめた                 ８．結果待ち 

 ９．その他（               ） 

 

問 14-2 保育所探しの結果に満足されていますか。（○は１つ） 
 

１．満足（希望どおり）⇒問 17 へ              ２．まあまあ満足（希望に近い）⇒問 17 へ 

３．やや不満（希望どおりにいかず）⇒問 15 へ  ４．不満（希望からはほど遠い）⇒問 15 へ 

 

【問 14-2 で「３．やや不満」「４．不満」を選択した方にうかがいます】 

問 15 保育所探しの結果に、希望どおりにならなかったと感じている理由は何ですか。（あてはま

るものすべてに○） 
 

１．自宅から遠い                           ２．駅から遠い 

３．職場から遠い                           ４．選考基準に疑問がある 

５．保育料が高い              ６．兄弟姉妹で別の園 

７．保育士の質に不満                       ８．園の施設・設備に不満（園庭が狭いなど） 

９．保育サービスに不満                       10．希望した時期に入所できなかった 

11．預けられる時間が短い                  12．希望した園に入れなかった 

13．年齢制限があり、今後転園に不安        14．その他（             ） 

 

【問 14 で「２．保育所探しはしていない」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方⇒問 17 へ 

問 16 保育所を探していない・探さなかった理由は何ですか。（○は１つ） 
 

 
 
 

１．必要がない                            ２．保育の利用をあきらめている 

３．これから探そうと思っている            ４．子どもがまだ小さい 

５．幼稚園に入園するつもり                ６．その他（            ） 

  保育所探しの活動についてうかがいます ５ 
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問 17 お子さんは、現在、地域子育て支援の場を利用していますか。おおよその利用回数（頻度） 

もご記入ください。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

１．地域子育て支援の場を利用している 

  ⇒１週あたり    回 もしくは １か月あたり       回程度 

２．その他、町内で実施している子育てサークル等の事業を利用している 

（具体名：                          ） 

  ⇒１週あたり    回 もしくは １か月あたり       回程度 

３．利用していない 

４．地域支援の場があることを知らなかった。 

 

【問 17 で「１．地域子育て支援の場を利用している」を選択した方にうかがいます】 

問 17-1 地域子育て支援の場を利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 
 

１．満足                  ２．まあまあ満足 

３．やや不満                ４．不満 
 

問 18 地域子育て支援の場について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるい

は、利用日数を増やしたいと思いますか。おおよその利用回数（頻度）もご記入ください。なお、

これらの事業には、利用料がかかる場合があります。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 
 

１．利用していないが、今後利用したい 

  ⇒１週あたり    回 もしくは １か月あたり       回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒１週あたりさらに    回 もしくは １か月あたりさらに       回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
 

問 18-1 すべての方にうかがいます。町では、子育ての保護者の育児疲れや育児不安などの精神

的に不安定な状況に陥った時、親身になって関係機関と連携して専門の相談員により適切な指導、

援助を行う子育て相談事業を実施しています。子ども家庭支援センターや保育園、幼稚園、保健

センター等の子育て相談についてうかがいます。（○は１つ） 
 

１．すでに利用している。 

２．子育て相談の事業は、知っている。 

３．子育て相談相手が身近にいるために、利用しない。 

４．精神的に不安定な状況に陥った時は、利用したい。 

５．知らなかった。 

  お子さんの地域の子育て支援の場の利用状況についてうかがいます ６ 

地域子育て支援の場とは… 

「子ども家庭支援センターひばり」「子育てひろば」「移動児童館」等、親子が集まって過ごしたり、子育て

に関する相談や情報提供を受けたり、子育て講座などを行う場。（町内の各保育所・幼稚園、あすなろ児童館

で行われています。） 

⇒問 17-1 へ 

⇒問 18 へ 
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問 19 あなたは、子育ての仲間がいますか。（○は１つ） 
 

１．困ったときに子どもを預けることができる  ２．互いの家を行き来したり、一緒に出かけ 

  仲間がいる                  たりする仲間がいる 

３．会えば話をする程度の仲間がいる      ４．仲間はいない 

 

問 20 あなたは、子育てグループなどの自主的なグループ活動などに参加していますか。（○は１つ） 
 

１．現在参加しており、今後も参加するつもりである 

２．現在参加しているが、今後は参加するつもりはない 

３．現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい 

４．現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない 

 

【問 20 で「２から４」を選択した方にうかがいます】 

問 20-1 参加していない理由、今後参加しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１．活動の情報や参加方法を知らないから   ２．身近な場所で参加できる活動がないから 

３．活動に参加する余裕や時間がないから   ４．気軽に参加したり、やめたりできないから 

５．人間関係がわずらわしいから       ６．特に必要を感じないから 

７．その他（              ） 

 

問 21 子育て中の親が気軽に集い、子育てアドバイザーによる相談や情報提供などが受けられる 

場が提供されるとしたら、どのような場所が望ましいですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１．町の公共施設（コミュニティセンター、   ２．学校の余裕教室 

  子ども家庭支援センターひばり、あすなろ児童館等） 

３．地域の保育所や幼稚園           ４．商業施設の空き店舗 

５．マンションやアパート、民家の一室         ６．その他（            ） 

 

問 22 子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

 
 
 

１．子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつしたり、声をかけてほしい 

２．子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい 

３．話し相手や相談相手になってほしい 

４．家事や子どもの世話を手伝ってほしい 

５．子どもと一緒に遊んだり、絵本を読んだりしてほしい 

６．親子が参加する地域のイベント等に参加したり、企画・運営したりしてほしい 

７．その他（                                   ） 

８．特にない 

  地域とのかかわりについてうかがいます ７ 

⇒問 21 へ 

⇒問 20-1 へ 
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問 23 お子さんについて、土・日曜日、祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はあります 

か（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記 

入ください。なお、これらの事業には、利用料がかかる場合があります。 

 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指します。親族・知人に 

よる預かりは含みません。 

 

①土曜日（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい             時 から       時まで 

 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

②日曜日、祝日（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎回利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい             時 から       時まで 

 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

 

【幼稚園を利用されている方にうかがいます。】  該当しない方⇒問 25 へ 

問 24 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育事業の利用を希望します 

か。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。なお、事業には、 

利用料が発生します。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中ほぼ毎日利用したい    利用したい時間帯 

３．休みの期間中週に数日利用したい          時 から       時まで 

 

 

 

  お子さんの土・日曜日、祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望についてうかがいます ８ 
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【平日の定期的な教育・保育事業を利用している方にうかがいます。】 該当しない方 ⇒問 26 へ 

問 25 この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったことは 

ありますか。（○は１つ） 

 

１．あった ⇒問 25-1 へ ２．なかった ⇒問 26 へ 

 

【問 25 で「１．あった」を選択した方にうかがいます】 

問 25-1 この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。（あて

はまるものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

１．父親が休んだ       日 

２．母親が休んだ       日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった       日 

４．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた       日 

５．病児・病後児の保育を利用した（現在、瑞穂町にはありません）       日 

６．ベビーシッターを利用した       日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した       日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日 

９．その他（                     ）       日 

 

【問 25-1 で「1．父親が休んだ」「2．母親が休んだ」を選択した方にうかがいます】 

問 25-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

日数についてもご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等には、利用料がかか 

り、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。（○は１つ。また数字は一枠に一字） 

 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒       日 

２．利用したいとは思わない（理由：                   ） 

 

問 25-3 問 25-2 で「1．できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」に〇をつけ

た方にうかがいます。上記の目的で子どもを預ける場合、子どもを預ける場合、次の事業

形態が望ましいと思われますか。（あてはまる番号すべてに〇） 

 

１．他の施設（幼稚園・保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                              ） 

 

  

  お子さんの病気の際の対応についてうかがいます ９ 

⇒問 25-2 へ 

⇒問 26 へ 

⇒問 25-3 へ 
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問 26 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の 

就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。１年間のおおよその利用日数もご 

記入ください。（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

 

１．一時預かり       日 

２．幼稚園の預かり保育       日 

３．ファミリー・サポート・センター       日 

４．夜間保育       日 

５．ショートステイ       日 

６．ベビーシッター       日 

７．その他（                         ）       日 

８．利用していない（理由：                  ）  

 

※一時預かり・・・保護者の育児疲れの解消、短時間労働、急病、冠婚葬祭等の理由で、一時的 

に保育が必要となる未就学児を、昼間、保育所等で預かる事業です（１日８時間以内）。 

※ショートステイ・・・保護者の仕事、疾病、育児疲れ等の理由で、家庭において一時的に養育 

が困難になった未就学児を預かる事業です（宿泊も可能）。 

 

問 27 お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利 

用する必要があると思いますか。「利用したい」を選択した場合は、必要な日数をご記入くだ 

さい。なお事業には、利用料がかかる場合があります。 

（あてはまる記号すべてに○。また数字は一枠に一字） 

 

１．利用したい 計       日 

ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的       日 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等       日 

ウ．不定期の就労       日 

エ．その他（                        ）       日 

２．利用する必要はない 

 

【問 26 で「１．一時預かり」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方⇒問 2９へ 

問 28 一時預かり事業を利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

 

 

  お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます 10 
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問 29 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを 

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから 

なかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの日数 

もご記入ください。（あてはまる記号すべてに○。また数字は一枠に一字） 

 

１．あった                     計      日 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった       日 

イ．ショートステイを利用した       日 

ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設等）を利 

用した 
      日 

エ．仕方なく子どもを同行させた       日 

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日 

カ．その他（               ）       日 

２．なかった 

 

 

【問 29 で「１．あった」の「ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選択した方にうかがいます】 

問 29-1 親族・知人には頼みやすかったですか。（○は１つ） 

 

１．頼みやすかった 

２．どちらかというと頼みにくかった 

３．大変頼みにくかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒問 29-1 へ 

⇒問 30 へ 
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【お子さんが、平成 25 年 4 月 1 日以前に生まれている方にうかがいます。】 該当しない方⇒問 33 へ 

問 30 小学校入学にあたり、心配なことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．生活と発達に関すること ２．友達との付き合いに関すること 

３．勉強・学習に関すること ４．小学校の状況に関すること 

５．新しい環境への順応に関すること ６．子どもの安全に関すること 

７．習い事に関すること ８．子どもと親との関係 

９．親同士の関係 10．金銭面に関すること 

11．その他（            ） 12．特にない 

 

問 31 お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後） 

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それぞれ希望する週及び月あたりの 

日数をご記入ください。また、「学童保育クラブ」の場合には、利用を希望する時間もご記 

入ください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。なお、これらの事業には、利用料 

がかかる場合があります。（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 
 

１．自宅 週に    日程度 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日程度 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週に    日程度 

４．児童館 週に    日程度 

５．放課後子ども教室 月に    日程度 

６．学童保育クラブ 週に    日程度 

 →下校時から ○○ ○○ 時まで 

７．ファミリー・サポート・センター 週に    日程度 

８．その他（幼稚園・保育所等） 週に    日程度 

 

問 32 だいぶ先のことになりますが、お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のうちは、 

放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。それ 

ぞれ希望する週及び月あたりの日数をご記入ください。また、「学童保育クラブ」の場合に 

は、利用を希望する時間もご記入ください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。な 

お、事業には、利用料がかかる場合があります。（あてはまるものすべてに○。また数字は 

一枠に一字）※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 
 

１．自宅 週に    日程度 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日程度 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週に    日程度 

４．児童館 週に    日程度 

５．放課後子ども教室 月に    日程度 

６．学童保育クラブ 週に    日程度 

 →下校時から ○○ ○○ 時まで 

７．ファミリー・サポート・センター 週に    日程度 

８．その他（幼稚園・保育所等） 週に    日程度 

 

  お子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます 11 
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問 33 あなたは、子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人はいますか、または相談 

できる場所はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．配偶者 ２．子どもの祖父母等の親族 

３．友人や知人 ４．近所の人 

５．学校の先生 ６．幼稚園の先生 

７．保育士 ８．医師などの医療関係者 

９．民生委員・児童委員 10．子育て支援施設（児童館等） 

11．保健所・保健センター 12．子ども家庭支援センターひばり 

13．教育相談室 14．相談できる人はいない・場所はない 

15．その他（               ）  

 

問 34 現在瑞穂町で実施している以下の子育て支援事業で、今後利用したいものはありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

１．子育て世代包括支援センター「ゆりかごステーション」 

（母子保健コーディネーターによる妊娠期から子育て期の家庭の電話・面接・訪問相談） 

２．産前・産後サポート事業 

（妊娠期・産後6 か月以内の方を対象とした情報交換の場の提供と助産師やボランティアによる相談） 

３．産後ケア事業 

（育児不安のある方、親族による援助が受けられない方などを対象として、訪問または日帰りで、産後

のママと赤ちゃんに助産師によるケアを提供） 

４．乳幼児ショートステイ 

（仕事、病気、育児疲れ等により、子どもの養育が困難になった場合に施設での一時的な預かり（有料）） 

 

 

問 34-1 今後、瑞穂町で次の事業を実施した場合、利用したいと思いますか。 

あてはまる番号に〇をつけてください。 
      

◎産前・産後支援ヘルパー派遣事業 

（つわりや、産後の体調不良等により、家事・育児が困難な場合、家事ヘルパーが訪

問し支援するもの） 

 

 1. 利用する         2. 利用しない 

 

 

  子育て全般についてうかがいます 12 
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問 35 瑞穂町に対して、どのような子育て支援の充実を望みますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

１．児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設やイベントの機会がほしい 

２．子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増やしてほしい 

３．保育所を増やしてほしい 

４．幼稚園を増やしてほしい 

５．保育所や幼稚園にかかる利用料を軽減してほしい 

６．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

７．町営や都営住宅への多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住居面の配慮がほしい 

８．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

９．子育てについて学べる機会を作ってほしい 

10．悩みを打ち明けられる場所を増やしてほしい 

11．子どもや保護者等が利用しやすい「子ども食堂」の拡充や活動支援してほしい 

12．その他（                                   ） 

 

問 36 子育てに必要な情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．広報やパンフレット 
２．インターネット（ホームページ、ブログ、 

ツィッター・フェイスブック等） 

３．子育て雑誌 ４．テレビ、ラジオ 

５．新聞 ６．友人や知人 

７．子育てサークルの仲間 ８．小学校 

９．情報の入手先がない 10．情報の入手手段がわからない 

11．その他（               ）  
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問 37 これからも瑞穂町で暮らしたいですか。（○は１つ） 

 

１．暮らしたい 

２．別の場所で暮らしてから、瑞穂町に戻ってきたい 

３．別の場所で暮らしたい 

 

問 38 その他、子育てに関して日頃感じていることや悩みごと等がありましたら、ご自由にお書

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

三つ折りにして同封の返信用封筒（切手不要）に入れていただき、ご投函ください。 
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～ニーズ調査ご協力のお願い ～ 
（小学生保護者用） 

 
 皆様には、日頃より瑞穂町の子育て支援施策にご理解とご協力をいただき、誠にありが 

とうございます。 

 瑞穂町では、現在、「瑞穂町子ども・子育て支援事業計画」（平成27年度～平成31年 

度）に基づき、子育て支援策を推進しているところです。 

 ニーズ調査は、平成32年度（2020年度）から始まる（仮称）瑞穂町第2期子ども・子 

育て支援事業計画の中で、確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を瑞 

穂町が算出するため、町民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」 

や「今後の利用希望」を把握するために行うものです。 

また、本調査は、住民基本台帳の中から小学生のお子さん約830名の世帯に送付させて 

いただき、宛て名のお子さんの保護者の方にご協力をお願いするものです。 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具 

体的な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更していた 

だいても構いません。 

ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお 

願い申し上げます。 

平成30年11月 

瑞穂町長 杉浦 裕之 

期限：12月15日（土）までにご投函願います。 
 

【いただいた回答は地域の子育て支援の充実に活かされます】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答いただいたニーズ調査の結果を基に、子育て施策等の5年分の計画を立てます。 

子育て家庭 

瑞穂町 

瑞穂町子ども・子育て 

会議等 

（仮称）第2期瑞穂町子ども・子育て支援事業計画 

このニーズ調査で、瑞穂町の子育て支

援の現在の利用状況・利用希望を把握

します。 

施設整備・子育て施策 

瑞穂町の子ども・子育て支援のために 

あなたの声をお聞かせください



 

 
 
 
 

 

 

子ども・子育て支援新制度の考え方（参考） 

 

◎ 子ども・子育て支援制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応

して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで

きる社会を実現することを目的としています。 

◎ 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安定

や他者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の獲得、学童期

における心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性ある存在として認めら

れるとともに、自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ども・子育て支援新制度は、

社会全体の責任として、そのような環境を整備することを目指しています。 

◎ 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての第一義

的責任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすことや、子育ての

権利を享受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じ

て、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援

し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指していま

す。 

 

 

 

■ご記入にあたってのお願い 
 

◇封筒の宛て名のお子さんについて、保護者の方がご回答ください。 

◇回答は、選択肢の番号を○で囲むか、回答欄にご記入ください。 

◇回答は「○は１つ」「あてはまるものすべてに○」等の指示に合わせてご記入ください。 

◇ご記入後は、三つ折りにし同封の返信用封筒（切手不要）に入れていただき、ご投函ください。 

投函期限：１２月１５日（土）まで 

◇本調査は、約830名の小学生のいる家庭世帯に送付させていただいています。 

調査は無記名で行い、調査結果は統計的に処理するとともに、調査目的以外には利用し

ません。 

◆本調査についてのお問合せは次のところまでお願いします。 

瑞穂町 福祉部 子育て応援課 子育て支援係 

ＴＥＬ（０４２）５５７－７６２４（直通） 

 
 

【瑞穂町 子育てほっと ブック】 
瑞穂町では、ふれあい・ささえあい・やさしさのあるまち みずほ  

～すべての人を包み込む福祉社会をめざして～ の子育てほっとブック 

を作成しています。子育てに係る支援やサービスを網羅し、わかりやすく 

解説した冊子で、窓口に置いてあります。 

※町のホームページの「子育て・教育」ボタンからもご覧いただけます。 

 



 

 
 
 

  

 

問 1 お子さんの生年月及び学年をご記入ください。またお子さんは全部で何人ですか。 

（数字は一枠に一字） 

平成       年       月生まれ 小学 ○○ 年生 

子どもの数 ○○ 人  

 

問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（○は１つ） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問 3 この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（○は１つ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問 4 お子さんの家庭での子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんか 

らみた関係でお答えください。（○は１つ） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（                     ） 

 

問 5 お住まいの学校区はどちらですか。（○は１つ） 

１．第一小学校区 

（西砂町、表東町、表上町、上仲町、旭町（ただし、石畑 2255 番地から東の地区を除く。）、東一丁目、 

西一丁目、二丁目、東三丁目、中三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、七丁目、八丁目、九丁目の区域） 

2．第二小学校区 

（長岡町、東長岡町、春日町、愛宕町、水保町、西三丁目（ただし、箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び 

西南の地区を除く。）の区域） 

３．第三小学校区 

（二本木町、駒形町、高根町、富士山町、栗原町、松山町の区域） 

４．第四小学校区 

（西三丁目のうち箱根ケ崎東松原 13 番地 12 から南及び西南の地区、松原町、南平町、旭が丘、さかえ町、 

富士見町の区域） 

５．第五小学校区 

（安住町、表町、仲町、中芝町、東砂町、丸町、神明町の区域、旭町のうち石畑 2255 番地から東の地区） 

６．わからない 

 

問 6 この調査にご回答いただいている方は、瑞穂町に通算で何年お住まいですか。（○は１つ） 

１．１年未満 ２．１年～５年 

３．６年～10 年 ４．11 年～15 年 

５．16 年～20 年 ６．21 年以上 

  お子さんとご家族の状況についてうかがいます １ 
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問 7 お子さんの子育てに、大きく影響すると思われる場所はどこですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

１．家庭 ２．地域 

３．小学校 ４．その他（            ） 

 

問 8 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

【問 8 で「1」または「2」を選択した方にうかがいます】 

問 8-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（あてはま

るものすべてに○） 

１．祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心である 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                            ） 

 

【問 8 で「3」または「4」を選択した方にうかがいます】 

問 8-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．友人・知人が子育てに協力してくれ、安心である 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                            ） 

 

 

 

 
 
 

  お子さんの生活環境についてうかがいます ２ 

⇒ 問８-１へ 

⇒ 問８-２へ 

⇒ 問９へ 
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【全員の方にうかがいます】 

問 9 子育てに関して、気軽に相談できる人はいますか、または相談できる場所はありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

１．配偶者 ２．子どもの祖父母等の親族 

３．友人や知人 ４．近所の人 

５．学校の先生 ６．幼稚園の先生 

７．保育士 ８．医師などの医療関係者 

９．民生委員・児童委員 10．子育て支援施設（児童館等） 

11．保健所・保健センター 12．子ども家庭支援センターひばり 

13．教育相談室 14．相談する人はいない・場所はない 

15．その他（              ）  

 

 

問 9-1 町では、子育ての保護者の子育てに伴う疲れ・不安・悩みなど、精神的に不安定な状況に

陥った時、親身になって関係機関と連携して専門の相談員により適切な指導、援助を行う子育

て相談事業を実施しています。子ども家庭支援センターや保健センター等の子育て相談につい

てうかがいます。（○は１つ） 

 

１．すでに利用している。 

２．子育て相談の事業は、知っている。 

３．子育て相談相手が身近にいるために、利用しない。 

４．精神的に不安定な状況に陥った時は、利用したい。 

５．知らなかった。 
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問 10 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。 

（○は１つ） 

①母親の就労状況 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中である 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

【① 母親の就労状況で「１．～４．就労している」を選択した方にうかがいます】 

①-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」

及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答え

ください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１週あたり      日   １日あたり（残業含む）       時間 

家を出る時間       時           分頃 帰宅時間       時           分頃 

 

①-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

 

１．町内 ２．町外（       ） ３．わからない 

 

②父親の就労状況 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労中である 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労中である 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

 

 

  お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます ３ 

⇒①-１へ 

⇒②-１へ 

⇒問 12 へ 

⇒②、または問 12 へ 
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【②父親の就労状況で「１．～４．就労している」を選択した方にうかがいます】 

②-1 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間含む）」、「家を出る時間」

及び「帰宅時間」をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答え

ください。必ず、時間は 24 時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１週あたり      日   １日あたり（残業含む）       時間 

家を出る時間       時           分頃 帰宅時間       時           分頃 

 

②-2 職場はどこにありますか。（○は１つ） 

 

１．町内 ２．町外（       ） ３．わからない 

 

【問 10 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「３．または４．パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外での就労」を選択した方にうかがいます。】          該当しない方⇒問 13 へ 

問 11 フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はありますか。 

（○は１つ） 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込 

みがある 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見 

込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込 

みがある 

２．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見 

込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 
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【問 10 の①母親の就労状況または②父親の就労状況で「５．以前は就労していたが、現在は就労し

ていない」または「６．これまで就労したことがない」を選択した方にうかがいます。】  

該当しない方⇒問13へ 

問 12 就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号・記号に○は１つ。また数字は一

枠に一字） 

①母 親 【父子家庭の場合、記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 

☆希望する就労形態 

１．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務） 

２．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

  ⇒１週あたり    日  １日あたり       時間 

 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

②父 親 【母子家庭の場合、記入は不要です】 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 

☆希望する就労形態 

1．フルタイム（週 5 日程度・1 日 8 時間程度の勤務） 

2．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

  ⇒１週あたり    日  １日あたり       時間 

 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

⇒ 
☆希望する 
就労形態へ 

⇒ 
☆希望する 
就労形態へ 

⇒②、または問 13 へ 

⇒問 13 へ 
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問 13 お子さんは、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしてい 

ますか。それぞれ週及び月あたりの日数を数字でご記入ください。また、「学童保育クラブ」 

の場合には、利用している時間もご記入ください。必ず、24 時間制でご記入ください。な 

お、これらの事業には、利用料がかかる場合があります。（あてはまるものすべてに○。ま 

た数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 
 

１．自宅 週に    日程度 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日程度 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週に    日程度 

４．児童館 週に    日程度 

５．放課後子ども教室 月に    日程度  

６．学童保育クラブ 週に    日程度 

 →下校時から ○○ ○○ 時まで 

７．ファミリー・サポート・センター提供会員宅 週に    日程度 

８．その他（幼稚園・保育所等） 週に    日程度 
 

※学童保育クラブ・・・保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、 

子どもの生活の場を提供する事業です。 

 

【問 13 で「6．学童保育クラブ」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方は  問 15 へ 

問 14 学童保育クラブを利用されている主な理由はなんですか。（○は 1 つ） 
 

１．保護者が現在就労しているため ２．保護者が就労予定/求職中であるため 

３．保護者が家族・親族などを介護しているため ４．保護者に病気や障がいがあるため 

５．保護者が学生であるため ６．その他（            ） 

 

問 14-1 学童保育クラブに対して、どのようなことを望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．定員を増やしてほしい ２．保育時間を拡充してほしい 

３．施設・設備を改善してほしい ４．指導内容を工夫してほしい 

５．その他（               ） ６．現在のままでよい 
 
問 14-2 現在、学童保育クラブで実施している次の事業について、利用状況や今後の利用意向を

お答えください。 

 1-1.現在の延長保育の利用状況をお答えください。（○は 1 つ） 

    1. 利用している        2. 利用していない 

1-2.今後の延長保育の利用意向をお答えください。（○は 1 つ） 

    1. 利用したい         2. 利用しない 

2-1.平成30年度に実施した期間限定入所（サマー学童）の利用状況をお答えください。（○は 1 つ） 

    1. 利用した          2. 利用しなかった 

2-2.今後の期間限定入所（サマー学童）の利用意向をお答えください。（○は 1 つ） 

    1. 利用したい         2. 利用しない 

  お子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます ４ 

⇒ 
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【問 13 で「6．学童保育クラブ」を選択しなかった方にうかがいます。】 該当しない方  問 16 へ 

問 15 学童保育クラブを利用していない理由は何ですか。（○は１つ） 

 

１．保護者が現在就労していないから 

２．保護者が就労しているが、学童保育クラブを知らなかったから 

３．保護者が就労しているが、近くに学童保育クラブがないから 

４．保護者が就労しているが、学童保育クラブに空きがないから 

５．保護者が就労しているが、学童保育クラブの開所時間が短いから 

６．保護者が就労しているが、利用料がかかるから 

７．保護者が就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

８．保護者が就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．保護者が就労しているが、他の施設に預けているから 

10．その他（                              ） 

 

問 15-1 今後、学童保育クラブを利用したいと思いますか。利用したいを選択した場合は、１ 

日あたりの利用時間（何時から何時まで）をお答えください。必ず、時間は２４時間制 

でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※時間数の記入方法：例 7.5 時間⇒8 時間 7.25 時間⇒7 時間 

 

１．利用したい → 週    日程度   

   １日あたり       時間程度       時から       時まで 

  うち土曜日の利用希望は 

   １日あたり       時間程度       時から       時まで 

うち日曜日の利用希望は 

   １日あたり       時間程度       時から       時まで 

２．今後も利用しない  

 

【問 15-1 で「1．利用したい」を選択した方にうかがいます。】 該当しない方  問 16 へ 

問 15-2 学童保育クラブを利用したい理由は何ですか。（○は１つ） 

 

１．保護者が現在就労しているため ２．保護者が就労予定/求職中であるため 

３．保護者がそのうち就労したいと考えているため ４．保護者が家族・親族などの介護をしなけ

ればならないため 

５．保護者に病気や障がいがあるため ６．保護者が学生である/就学したいため 

７．保護者が就労していないが、子どもの教育のため ８．その他（              ） 

 

 

⇒問 15-2 へ 

⇒問 16 へ 

⇒ 

⇒ 
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【全員の方にうかがいます。】 

問 16 放課後の過ごし方のひとつとして「放課後子ども教室」を利用したことはありますか。 

（○は１つ） 

 

１．利用したことがある ２．利用したことはない 

３．放課後子ども教室をしらなかった  

 

※放課後子ども教室・・・地域の方々の協力を得て、放課後等に小学校等で学習・体験・交流活

動等を体験するなど、子どもたちの安全・安心な居場所づくりをしている事業です。 

 

 

問 17 今後「放課後子ども教室」を利用したいですか。（○は１つ） 

 

１．利用したい ２．利用しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 



 

 
 
 
 

 

 

問 18 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。（○は１つ） 

 

１．あった ⇒問１8-1 へ ２．なかった ⇒問 19 へ 

 

【問 18 で「１．あった」を選択した方にうかがいます】 

問 18-1 この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。 

（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字） 

１．父親が休んだ       日 

２．母親が休んだ       日 

３．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた       日 

４．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった       日 

５．ベビーシッター等を利用した       日 

６．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日 

７．その他（                   ）       日 

 

【問 18-1 で「4 から 7」を選択した方にうかがいます。】 

問 18-2 その際、仕事が休めたら、仕事を休んでお子さんをみたいと思われましたか。記入した 

日数のうち、仕事を休んでお子さんをみたかったおおよその日数についてご記入くださ 

い。（数字は一枠に一字） 

 

できれば仕事を休んで子どもをみたかった日数 ⇒       日 

 

問 18-3 休むことができなかった理由についてお答えください。（○は１つ） 

 

１．仕事が忙しくて休めない 

２．子どもの看護を理由に休めない 

３．自営業なので休めない 

４．休暇日数が足りないので休めない 

５．有給休暇の取得しにくい職場の雰囲気があるため休めない 

６，自分の業務を代替してくれる組織体制になっていないため休めない 

７．その他（                 ） 

 

 

 

 

 

 

 

⇒問 19 へ 

⇒問 18-2 へ 

  お子さんの病気の際の対応についてうかがいます ５ 
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問 19 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを 

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから 

なかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法（ア～オ）を選択し、それ

ぞれの日数もご記入ください。（あてはまる記号すべてに○。また数字は一枠に一字） 

 

１．あった                     計      日 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった       日 

イ．ベビーシッターを利用した       日 

ウ．仕方なく子どもを同行させた       日 

エ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日 

オ．その他（               ）       日 

２．なかった 

 

【問 19 で「１．あった」の「ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選択した方にうかがいます】 

問 19-1 親族・知人には頼みやすかったですか。（○は１つ） 

 

１．頼みやすかった 

２．どちらかというと頼みにくかった 

３．大変頼みにくかった 

 

 

 

 

 

問 20 子育ての中で一番気になっていること、悩んでいることは何ですか。（あてはまるものす

べてに○） 

１．生活と発達に関すること ２．友達との付き合いに関すること 

３．勉強・学習に関すること ４．小学校に関すること 

５．新しい環境への順応に関すること ６．子どもの安全に関すること 

７．習い事に関すること ８．子どもと親との関係 

９．親同士の関係 10．金銭面に関すること 

11．その他（               ） 12．特にない 

 

問 21 瑞穂町における子育て環境や支援への満足度はいかがですか。（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

⇒問 19-1 へ 

⇒問 20 へ 

  子育て全般についてうかがいます ７ 

 

  お子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます ６ 
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問 22 瑞穂町に対して、どのような子育て支援の充実を望みますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．児童館など、親子が安心して集まれる身近な施設がほしい 

２．子どもが楽しめるイベント等の機会を増やしてほしい 

３．教育にかかる利用料を軽減してほしい 

４．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

５．町営や都営住宅への多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住居面の配慮がほしい 

６．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

７．子育てについて学べる機会を作ってほしい 

８．悩みを打ち明けられる場所を増やしてほしい 

９．子どもや保護者等が利用しやすい「子ども食堂」の拡充や活動支援してほしい  

10．その他（                                   ） 
 

問 23 子育てに必要な情報をどのように入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．広報やパンフレット 
２．インターネット（ホームページ、ブログ、 

ツィッター・フェイスブック等） 

３．子育て雑誌 ４．テレビ、ラジオ 

５．新聞 ６．友人や知人 

７．子育てサークルの仲間 ８．小学校 

９．情報の入手先がない 10．情報の入手手段がわからない 

11．その他（               ）  
 

問 24 これからも瑞穂町で暮らしたいですか。（○は１つ） 

１．暮らしたい 

２．別の場所で暮らしてから、瑞穂町に戻ってきたい 

３．別の場所で暮らしたい 
 

問 25 その他、子育てに関して日頃感じていることや悩みごと等がありましたら、ご自由にお書

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

三つ折りにし同封の返信用封筒（切手不要）に入れていただき、ご投函ください。 
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